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開
藷
幽
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、一

'

駅

匙
㌻

成

否

の

鍵

は

学

徒

の

熱

意

自
由
な
馨

々
し
い血
と
知暢
と
を
も
り
上
げて
秋
の
苧生
女
化
蓮
動の
ンー
ズ
ンが
き
た
、、昨
年
行
わ

れ
た
秋
の
箆
察
は
、
ただ
け
メ厩
に
走
つ
て
軒薄
に
流
れ
た感
か
な
いで
も
な
か
つ
た、
そ
れ
だけ
に
兇
ご

惣
スの
あ
るも
の
こ
みな
か
つ
た
か、
亭
学
些
の魑
樽
馬は繰
う
し
い稗
眞
璃
な
も
のが
あ
っ
た
こと
も
見
鶏

せ
な
い
園
実で
あ
る
、昂
れ
に
ひ
きか
ス、
よ
うや
く
聾
活
に要

き
を
みせ
出
し
た本
年
の
学
自秋
の
交化

察
は
、
そ
のす
ぺ0
出レ
か
ら
期待
を
駆
切
つ
て
帆關
い
義
が
挙

閥に
は
び
こ
つて
い
る
、
理
論～
実
践

と
の
ソ
ー
ンテ
ー
ゼ
こ
そ挙
皇
文化
還
動
で
あ
る、
学
住
の自
聾
に
醜
えて
、
底
滞
せる
挙
十
想
期を
打
破
す

ぺく
轟

員
は苦
心の
プ
ラ
ンか
立
て
て
はい
る
も
の
のこ
の
解決
は
ム
学
壁臼
体
に待
つ外
は
な
い、

次
に
か
か
げる
%彩
なる
ス
グ
ジ
ユー
ル
を
眞に
活
か
す
堂生
の
熱
間
遊期
待
す
る
や切
な
のも
のが
あ
る

文
化
の
粋
を
結
集

記
念
祭
の
H
程
決
る

嶽
澱
縢
講

簸
勲
鋼晶
雇裁

わた
つ
薫
大
な
襲
盤

栞
が
お
な
お
こ鰯
瑠

臨
毒
の
溝

こな
わ
れ
る,
第
一日
の二
十
五日
に

展
開会
か西
部
礎内
二
、
三
号篭
て
開

ート
噂
よ
り麟
大
グ
ラ
ンド
に
お
いて

鮮
ざ
れる
は
か
、法
経
卜
、十
一番
が

辱n薙呪
賀
式、
学
聾
歌発
去
が
あり
、

室
で
坦大
九
卜無
史
鷲
燥
ムがひ
わか

午
後
か
bは法
聾

肇

で
余
興と

れ
るし
、
映
凹
rで
は
廿
五
日か
b廿

映
曲
戸職
争と
恥
和
)が
あ
る
、
二十

九
日ま
σ
浬
日名
画
を
払経
四
番
聖

、、
二
十七
岡
日
は
学
囚凌
開
放
し、

で
上映
す
る

か
ほ
こる
県大
γカ
デ
ミ
ズ
ムの

一力、
学
外
に
おい
て
は
創立
h
卜
週

エ
ッセ
ン
スを
一般
市
民
に
展
開す

埼紀
怠
掌
衡講
置
会
が
阻都
尺
阪
伸
戸

騨
辮

灘

鐡

嚢

鞭

婦轍

温
婁

藁
婁
蓋
の
}・ン・・フ虫
研究転.括」直

レ
ー
ポ
ー
イ
上
演
、
十
時
よ
2

番

廿
八
目
に
ー
、
咽
部

メ
拶
「
職
粟
材
料

敢
歴
で
墾

諏が
あり
、
一一時
か
ら
葭
と
しζ
の
璽
壕体
の
將
卒
に
つい
て
」

樂
邸
に
より
本
酪
「階
ボ
ー
ル
で演
葵

理、
佐
々
木
敏授
「科
学
指
の自
」
十

会
が
あ
る

月
廿九
日
に
払、
滝
川
離

「学
闘
と

ま
た
廿七
日
に
は
有
護

で
吻
階

して
の
払
羅
こ
文
、
侮
原猷
拶
「目

か
ら
僕
擬法
廷
(幌
廓、
刑
黒
)が
開

本國
の取
官
の君
占
;
的
皆、察
」
が
何

か
れ
、
な
お前
日に
ひ
昏つ
づ
き
午後

れ
も払
秘
一番
44篭
⊂
釣は
れ
る

距謬
鑛
舘
磯
懸
殿
膏
懸
,鍵
肺醜
聾
咲

は
一時
から
学
鵯
演
と
臓
風
会に
よ

払
邦
頃
畝授
「
匂収
研
知,の溜
轟
」

る
管
琴
合暴
が
お
こな
わ
れ
る
廿
九

理
、貞
田
拶
「袖
物
の為
己
漉、

日
に
は
E
・8
・Sに
ょ
る
英
弊
'冊
降本
汽授
「功在
警
泊及
び
童済
睾
の

大
会
、粥
臼
に
は
弁論
朗
壷

の
人雪

課題
」
鍋
r実
張洗
て
あ
る
大
阪
南

高
轟
弁論
人
会
、
範術
蜜

ムによ
る

に
わh
」は
鴇
11
汐
増
と共
催
ヲ㌧十

轡
界
名
画解
説
の
幻
諦会
、
魯
人グ
ラ

月廿
九
U
『
鑑
審時
ーよ
D朝
H
ム醗

ンド
に
わ
け
⇔野
煉大
な
会
な
とが
お

で
」

堀
尾
臥
授
「化
戸耕

の活

.

職

、
・

・護
皆

作
擁
殉

黍
協
会
〃発
足

ズ
仮
称
)

は
離
後
二
回に
わ
た
る
発起
入
会
によ

り名
称
を
"近
畿
俳
句
伶環
協
鼓
翻
と

決
足
し
に
、同
会
の
か
翻は
阿
を
野
凋

畝、
岡
本
兜壱加、
後
膠
孚
、
西
束
二

ラ
ムを
組ん
で
い
る

以
上
の
ご
とく
叢
昏
あげ
て
多
移な

行
恥
が
予箕
凱を
罷
し
て
伸
び
ゆく

京
大
の
甕

す
る
ごと
く
展
開
さ

れ
る旧

態
を
破
つ
て

新
文
化
婆
勤
へ

顯
鎌
騒
継

　

る
璽
こ
の日
に
は
演
制研
究
会
、ゲ
ル

羨
灘
講

躍
」
経
、豊
閣
41授
「日本
資
本
ギ義

下
旬か
ら
十
一月
の嫡
め
にか
けて
縦

の捕
在
わ
よぴ
將
來
」
・紳
肖
市
では
　祭
か行
わ
れ
る
か
、目
下計
画
即て
あ

讐

翻

と葦

で
質
鶏

翻

女
.⇔。と
か
く
島

か.蔭

さ
墾

で
十
月
廿ヒ
日
午
後
一時よ
り
お
こな

い
る旧
尻
の
高
綾
生力
駄
た
の中
に
い

は
れ
る
、医
、
近
藤
ノ授
「所
謂
潟丹

か
にし
て
新
し
い禰
点
に
冥
つて
交
化

憩
幹覇
と
ゲの
摂
泊
僚
」
文
、太
乍
石
質り
出
そ
う
と
して
い
う
かを
えが

講
輿

韓
塑
離

耀

蘇
肌翻

端
碑
御、刀か計

学
生
運
動
の
韓
機
と
し
て

立命大

 

潤
包
しk
り

丸
と
な
つ⊂
、
問
大

ぴ
、
材題

動
の
逡
た
bし
めん
こ

と
扉期
す
る
も
の
で多
彩
㍑
行
界が
予

足
さ
わて
わ
り
、
中学
邸
、
友
、戸Mも

物
別
原、川
～
る
論
で
ある
,
な
わ右
字

園
俸
の
打蹴
、
日
柑鳩
所
は
右
の通
り

で
あ
〇

十
月
十七
日
、
儲
脅入
会
、於
脚
所

十
月ー
八
、
九
日、
藍
醐天
会
(演

劇
、
コー
ラ
ス
軒
酋樂
、
委
鯉)
於

壁
挿会
館

十
月
一ギ十
、
二
十
一日

学
醐研
究

発
♂会
(朗
日
削
岬会
の
予
選を
含

む)
於
同
大
㌦
講
宅

來
る
十
一月
一日
寡も
つ

府医大

立
麓
突
学
で
は
+
月+

七
口
よ
り
力日
間
立
命館

学
園
祭
か開
噌
す
る
が、

こ
れ
は
間人
学
学
症会
の

浮
聾
生徒
、
靭
職駈
一

内
の
捲
的
及

て
創
立七
十
ガ
周軒
を
迎

え
φ
鼠邸
府
▽
医人
⊂は

こ
の
潔
級あ
る
日
を場
彩

↓

甲
+
一の

両
日を
体
胃
大
会、
十
一月
一,
一「

三
の
二日
間
ル交
化
大
翁
とし
⊂
、
各

種鶉

竸
技
盆、
窟

会
、演
馳
公
演

等
の堺
竃
な
打
解麓

"
廼る
は
ボ
σ

ある
、
な
お
こ
の碧

郭
の遜
懲
ー
当

る大
学
目
治
会で
は
こ
の
」'、づ
べ
き

日漁
繭
機
と
して
ヤ
俗
蔓
週
劇
の
沈

滞、
対
外
的に
対
内
的に
体
藏

胸、

緯

.ー対
コ
る
大
与当
1
の
簡関

い厚
硅
i
共
戯
ー町
欝
ψ
r欝
牽

化
に
猛
省
鴛
慢
す

ぺ
く
、
同
大
与
・ワ
任

協

鹸

尺
び
協
回
紐
合

隊
冨
た
主
絡

ω
」
ー

州
細
ム
ー
沖
払
ロ
ー
署

碗
中
て

あ
る

兎
、
田
村木
國
、橋
本
多
怪
子、
日
野

箪
城
田
口
囎
子
氏
ら冷
関
四
の定
型

俳
句
の現
役
作
家
八十
余
名
で
欝
、

涯
閥
を
こえ
た
杓
斉
の研
究
墾
朕
親

睦
の機
関
と
し
て発
駕し
た

な
わ
属会
は
俳句
の薮
及
同
ヒ
のた
め

句
蕪

ま
た
は
執箪
に
あ
たる巳

1
●

寓
譲

鶴

西

醐

杢

百

程

炭
る

覆

体
膏
聯
盟ご
県都
大撃
同
学
会
蹴

環
部
共
催の
下
に
、第
廿
一一同
全

園
高
議

詠
大会
蘭
μ
壇
区

大
会
が
、左
細
要
項に
よ
D
行
は

れ
る

期
R【、十
月
十
幽ハ日、
十
七
日、

°
+
八
日、
+
九
目

場
所
、京
大
グ
ラ
ンド

な
お
滲加
予
足綾
は
次
の
十
一稜

で
あ
る

三
高、
四
高
、六
高
、
八
種

匿
硬
松
江
、松
団

高
知、

獅
路
大
阪
、甲
飽
丹
高
夜

㎜

ー

し

語
劇
や
対
校
載
な
ど

大阪外語

 

に
逸
る
べ
く
、
十
月

今日の問題

 

,

三
十
一憶
の
六
二削
予
算
が
物弧

の
夷
付
けの
点
で
ま
プ
選

の

水
野
匹よ
つて
大
はば
剛
滅
を余

鮪
だ
く
さ敢
る
の
で
はな
い
か
と

六
三
制
予
算
は
確
保
す
る

の
風
貌
があ
り
、予
算
危
し
の
声

が
簡
い
時
九
月
一十
h
駄

衆

舅

μ警

≦
て照
岩
凧
詳委

員
か
一れ
に
蘭
し
欣問
し
た

こ

初
旬
。
毎
日
会
餌
で
二
口
.

行
は
れ
る
、
そ
れ
に
は

ノ
羅
納
ハ
講
闘

か
計

画
し
て
い
る
か

∫
の

為
も
の

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
英

「
触
」

オ
ニ

奮
ル
、
佛

「
署
長
さ
匠
ほ
才
人
痴
し
」

ク
ル
ト
ニ
ー
ル
、
猷
[
榊
弩

」
コ
ー
ゴ

リ
,
独
「た
く
み
恐
」
、「ラ
ー

四
「
人

牛
は
夢
な
り
」
カ
レ
テ
ロ
ン

巾

「
正

駝牒
轡
籠
繍
綴
遡

グ

・
ゲ
ー
ム
と
し
C
陣
⊥
、
野
琢
、
ラ

グ
ビ
ー
の

租
口
に

わ
鯉
12
-
53
中
旬

東
h
ご
開
催
さ
れ
へ

1
店

幅例
の
審
察
は
六星
(

す
σ
に
準梱
罪
員
会
も紬

成
さ
れ
、現
在
は
輝台
け

い
(
じ
窄入
し

十
一月

わ
た
つて

女
の
み
の
溺
劇

璽
鍮
醜
型

行
う
、詳
細
は永
決短
だ
が
、誌

研

霧

萎

竸
婆
の
は
かに

叡

一

輔

離

藁

廿
。
.、詮

の
一

さきごろ京大で女子学
生用の備人服地の配給
がおこなわれた▲数千
7の男子の挙生が服が
なくてこまつn、るの
に敬十名の女子挙霊こ
撒百名分もあつアこよう
だがいくら女アの方が
服嵐こ関じ吃痔つど、
っても一人で三賠も四
魅も買へる但爵勢でも

あるまい▼扁人服地と
いう掲写をみてあきら

めn、た男了学生にも

余分があるというので
ぽつぽつチケット准も
らいに行づノこが丸公と

はい身なみ蹴みならぬ

値段ときいては手も出
ず日ごろつきあう女性

建に権τ1客ゆつつたら
しい▼配茶門Fの花谷会
館へ行つのみるとうず

高≦くPまれたe葺地の創

嫌 ぢゐδしめ
きあいさながら鷲の臭
服屡の槻表大】匿出しを

霞愈
鮭
女
聯
は
座
る
十
一月
禾
、

オ
ー
ル同
」静吐
i魚
祭
に
参
加す
る
が

奪

のみ
の
叉化
祭
打事
とし
て
は
十

月
十七
日
、
同
人グ
ラ
ン
ドに
お
い
て

還
動会
、
+八
日栄
光
館に
お
い
て
演

劇
俵
を開
き
コ!
ルル
の女
」
を
上
演

す
る冒婁

窟▼
でdはト
月
二十
六
日
、

 仮
岐行
列
な
ど
を含
む
巡
吻会
を
灯
う

が
、十
一月
一、
二
、
三
の
二目
閲
に

は
、椥
内
を
解放
し
て
ノザ
ー
い〃開
き

大学
昇
格
費
金
の
一助
と
する

れ
に
つ
いて
V
郎
人レ
は
ク
のよ

う
声
もあ
り
、
婁

か
皿て

ろ
、七
晒
D
ゴ
¢
圃

駅
β

の

め

通
過
さ
虻
る
秘
り
だ
、
遺
加
予
輝

に
六

。

制

タ

に
軸
ー
必
婆
な

が
増
加
し
て
筋

'
5
少
く
す
る
た

予
轟

文
焔
保
ず
る決
意
冶搬

め
、
大は
は
ヒ
敗
府
か剛
減を
朽

慮
し
一
い
る

こ
と
は

交
相
妻

で
算

撫
籔

翼

・は葦

ξ
な旨

二

交
相
答井
概
要
.
コ
十
一獣
の
予

へ一制
の
"亭
F施
の炉
底
轟

"

湖は醒

隷

熱

は碧
確傑する?。り二

●

O

・
0
8
0

演
劇
研
究
会
の
予
選

第
二回

関
西学
望
交
化祭
の
出
場
被

決定
の
予
蓼

左の
通
り行
う
旨
、
当

研
究会
よ
り
発
表か
あ
つ
た

臼
十
一月
十
一日
より
十
五
ま
で

五
日
聞

場
所
朗
日
新蘭
入
阪
本
吐四
階
調
堂

出
場資
格

関
四趨互
演劇
運
盟
の
加

λ撰
、
な
ら
びに
関
西に
関
四
に
お

ける
大
学
尚專
の
演
劇
研突
会

弓容

一鱒
間
削穫
の
一幕
乃
℃二
幕

の仏
品
に
し
⊂創
れ
、
既成
作
品
、
ほ

入訳
物
暢れ
も呵

(()
トー
ナ
メ
ン
ト形
式

次
に
(ハ)
の前
論
会
を
ト
ーナ
メ

ント
で
行
う
こ
と
の呵
否
に
つ
いて

も
と
か
く
の耀
讃
が
出
た。
や
は
り
こ

こσ
も
鵜
理
振
的
な
兇
力
か
ら
する

ト
ー
ナ
メ
ン
ー否
窟
論
と
啓
難
筋

とし
て漿
励
す
べ
き
だ
と
い
う
ーー

ナ
メ
ン
ト樹
定
諭
と
が
歯
足
否竃
は

抽
せ
ん
か自
圭
か
で対
し
た
と書
周

じ
よ
う
な
内容
で
対
立
し
袴
学
生

も
ト
ー
ゴ
メ
ン
ト
に
は
不
服
を
櫛
λ

る
も
の
が
多
か
つ
た。
学
生
の塊
合

は
嚢

の意
見
と
は
大分
遵
つ
た聾

紮
を
含
ん
でい
た
が
ー
ま
ず
ト
ーナ

メ
ンt
に
に対
す
る
い
い分
と
い
う
の

は
「鍵
想
の柴
及
に
勝
負を
.馳す
る
の

は
学
問
の
買測
で
あ
り
、学
幅
が
興
腺

本
位
の
競技
化
す
る
不置
面
目
な
霞

だ
」
と
い
うの
で
あ
る。
こ
れ
に
対し

「眞
理
調蒙
の
力
法
とし
て
の
醇論
会

は
学
問
の
一形
式
で
ある
学
生
か
学彼

で
試
瞼
に操
点
さ
れ
るの
と
何
ら
裟る

と
こ
ろ
が
ない
で
は
ない
か
、
酎論
会

を
ます
ま
す
厩
.』す
る
た
めに
は
是
葬

と
も
1ー
ナ
メ
ンレ
で
な
け
航は
な
ら

な
い」
と
論
駁
する
と
同
醒
に
内
輪

簾
鴨
獺
隙遜
襲
開

ー
ス詫
も
な
い
し
一般
の
興
㎏も
野
は

ない
わけ
だ
か
伝縣
働
耐
の
煽
倉
整
沖

と
も
トー
ナ
メ
ント
で
あ
る
必嬰
が
あ

る
わ
けだ
コ
こ
れに
つい
て
は矢
韻
り

大多
数の
学
坐
か危
惧
し
⊂
い
た。
し

か
し
バ
胸虫
が
世
緬を
ー
右
♂る
と
錯

犯
して
い
る
と
ころ
に
学
裡
熟
の問
題

が生
ず
る
の
で
、
一、
二
女
チ秘
ひ
前

論
し
π潜
渠
蹴
らず
も
女
子
に名
を
な

さ
し
めた
男
」
稜が
頭
脳
的
に低
い
と

い
っ断
"
は
吊
旅
なか
つ
た
。
しか
し

学
生
も癌

各
の意
凶
す
る
と
こ6
を

陳
圃
匹認
め
ー
ーナ
メ
ン
ー
の乃
汰で

酎
舗を
行
う
こ
とと
み
つ
π
のは
)裁

知
の通
り
で
ある
。

(二)
蟹
舎頁
の
色

(二)
の
審
騎
定
基
雌
に
つい
て
は

末
だに
確
信
をも
つて
こ
の判
定
力
合

9

思い出させプと▼日ごろ
は強引な男イ学生も入
口の方であつとうされ
たかたちでせり込みも
出來ず呆然としη 、た
▼いもの西勲とい衆は
学竺証を持つたじ臨毘
がおしかけ服地の配納
といえばどい禰人たち

がよつてくる▼ゲ生の

ための配勲物が彼箸の
経済力をはるかにこえ
ているので指なくわえ

るのみでモの藺繊ま学
生をめぐる一聞の人々

に利用されるr礁つて

いる▼職員駐 会が衣
料品登録の霜板をでか
でかとか㌧けているが
それのみにと'ゴ寅らず

学生の口に入るはずに

して入ら嵐・外食覇用
のソヤムやバター等も
そうし輝蹴によつて

確翼に配給されるよう
にしたらどうκろうか

 

琿
的で
あ
る
と
は断
醤
出
嫌
ない
。
第

一回C
は
論
旨
ゴ十
点
、
論
旨
の表
現

三
十点
、
態
戦
一十
点
と
央
め点
藪
を

参
りに
して
審
査
昌
会
議
の
う
えで

優
劣
を決
め
た
。
点
数の
分
類
に
つい

て
は
当然
舗旨
の
バ
ー
セ
ン
ァー
ンを

多
く
す
ぺき
⊂
あ
る
と思
つ
た
が
、最

初
の
籾論
宝
て
あ
81
酊論
形
式
を
学
か

こと
か
人
きな
纒
件
と鬼
な
し
く内
容

(琶
U
と
形
式
(攻防
と
縢
じ
の

柔
遵や
劒
善で
いう
「技
」
に比減
す

る
も
ので
論
旨
の表
現
の
巧掴
は
酎
舗

か
何利
に
導
く
搾胞
で
あ
るか
ら
論
旨

の
夢現
を
も
つ
と細
分
し
て攻
喚
、
防

卿
各↑
五
点
と
す
べき
か
い
ろい
ろ
研

究
の簑
地
が
多
あ々
る。
態
眺は
い
は

ゆ
る
御
麓
と
い
つた
も
の
では
な
く

こ
れ
には
チ
ー
ム
・ワ
ー
ク
とか
、
フ

ァ
イ
ンブ
レ
ー
で
ある
か
古
か、
離
弁

済
押する
か
ど
う
か
など
漁老
慮
しκ

本
年
は
十
五分
と
し
π。
一稜
の痔
時

間
が
二十分
に
対
し
そ
の=
分
の
一の

ト
五
分
を
総論
に
狸
コ
℃
ほ
討論
会

の
園
味
を
年減
す
る
よ
うに
思
われ
反

対
釈
見
も
強
か
つた
が
昨年
の
前
論会

の
統
計
に
よ
ると
総
論
を十
分
以
上蓮

ぺ
た
学
櫻
が
ほと
ん
と
勝
ち残
つ
て
い

る
。
こ
の
統計
の黎

第
二回
の
本
年

は
総
凪時
間
准
五分
延
艇
しこ
十
面分

以
内
と
し
た

次に
あ
と
の
†五
分
の

}北
々
堂

々
と
討
論

せ
よ

…

一

凹・…
歯
蟹
言
頻
序
も
抽
簸
改
正
に

点
敬
比
摩ム
罹

し
花
も
ち
ろ
ん

論
旨
を
bつと
人
き
くす
べ魯
だ
とい

う
睨
も
相
当あ
つ
た
か
この
点
に
つい

て
は
年
揃
に
は
か
ズ
つこ
恵
見
は
な

く
將
聚
の醇

と
して
比
晦
を
七慮
し

て
欲
し
いと
い
う
く
6い
で
あ
つ
に。

第
一回[の本
年
か
ら
は論
}旨
譜ハ十占凧、

論
旨
の衣
現
は
二
十点

態
度
は十
点

と
健
更
し
左

つ
きに
論
旨
の
表
現
レ」あ
る
が
これ
は

点磁
で
あ
つ
に。
以
上
か
大体
鋤
一回

酎
囲
A前
に
い
ろい
ろ
懸
怠
され
た
ζ

と
であ
つ
に
か、
第
一回
の
笹腋
若
通

じて
「そ
んな
は
ず
では
み
かつ
た」と

机上
ノ
ラ
ン
とお
よ
そ
反対
の
⊂と
が

稲
友起
つ
た
。そ
し
⊂
そ
れに
対
して

は本
炸
改
正
し
Xカ
、
そ
の
鄭
ム
勾も

の
か捨
つ
⊂
見よ
う

甲三
本
年
展
の改
正
案
"

巳8・ら

篤
一回
⊂
は
鹸頭
の
膳諭
十分
程
隆
を

木俣 博

 

酎
輪
碍
閻は
讐

涌
六へ
ま
で
は
認め

る
が
、
た
と
又時
聞
が
二分
あ
る
いは

三
分
余
つて
い
た
と
して
も
六
人
が発

曽
し
疑
し
覆
珈台
は
蓑
時
聞
に対
す

る
発
に凱格
疹
失
つこと
に
し
に。
こ

れ
は
第
一回
のと
き
曽地
の
予
叢
で堀

ら
れ
た
い
わ
ゆる
キ
タナ
イ
試
合
准防

ぐ
充
め
σ
あ
り。
相
手
に臓
問
か投
げ

か
け
て
口
分
の方
に
時
周を
余
す
載
砥

か
こり

観径
に
柏
手
湊
到
λ込
む
ご

の
載法
に
よ
る
と
駄対
葡
の藷

は
展

開
され
て
も
質
問
者の
忍
兇
は質
閻
に

時
閲
を
費し
て
積
極的
な
翼
兇
の開
陳

が
少
な
く、
討
論
会
の趣
旨
焼
ら
も極

め
て
邪
道
であ
り
.
陽
つた
め
に
はい

か
な
る
手段
を
も
逝ば
ぬ式
の
肘
聞金

に
堅
9るお
そ
れ
が
あ
る
か
ら
eあ

る
。
本
無
はr
滴
に
移
つて
か
ら
は発

鳶
に
屯
ては
必
ず
一分以
上
の
齋
を

吐
か
㈱
は
なら
な
い
規
湿に
し
た
。紬

局
一たび
鞘
言す
れ
は
一分
以
上
、李

均
二
分
興
の発
胃
を
必ず
行
わ
ね
は
な

ら
ぬ
こ
とに
な
つ
て
い
る。
歌
に
発醤

の
順
序
σ
ある
が
昨
牢は
肯
足
側
か
ら

口
火
な
切
るこ
と
に
な
つて
い
た
が今

度
は
発
霜
の順
序
は
抽
せん
で
決め
る

こ
と
と
した
。
で
は
次に
本
年
の
副臨

会
規
則
の嬰
を
配
す

ヤロロコロコ

る

論
難
謳

蒙
は

暫㍊
-
封望
で
踏加
か認
む
(ロ)

一チ
ー
ムは

人
、補
欠
は
一名

一、
肘
講
方
法

(イ
)
課
題
に対

す
る
賛
不は
自
F
的
に決
巾
する

(ロ)
討
肥の
組
口̂せは
抽
猛に
よ

る
ハハ萎

の
順
序は
抽
範
に
よる

朝

倉

書

店

鶉

醗

線
肥
と
根
瘤
菌
の
研
究

小
西
塾
命
署

麦
鉾
病
と
稻
熱
病

逸
兇
武雄
締

生

物

化

学

鈴
木
藝

日
衣
作
物
氣
象
の
研
究
大
後

繊

維

作

物
病

学
嚢

讐 驚

聾 攣 墾饗
論 爾 琵畠鵬 嗣 磁

粥

蛎
欄
-

子

力

掌

序

説

窪憤
恵
円

台

働
山
内
得
,
ギ
リ
シ
ア
の哲
掌

(上
)
無贋
=O卜
円
堂

脇

舞

飛観諜
研講
羅

杉

躍
郷

愁

黒

纏

)糞

角

尉

(総
説、
罵
は
必
す
一人
つ
つ
変

互
蚤

)

闇、時
間
の
使
用

(イ
)
痔博
閲
は

各チ
ー
ム
と
も
一十
分
(ロ)
総
論

に
十五
分
、
十
瓢分
に
澗
たざ
る
場

合
は十
五
分
と兇
な
し
十
五分
以
上

は
認め
な
い
。討
論
の
十
五分
も
時

聞
の延
鎚
は
認
めな
い
(ハ)
肘
論

冷般
か
通
じ
発言
回
敬
は
U回
以
ヒ

に
およ
ぶ
こ
と濤
認
め
な
い
(総

陥
准含
む
)
、後
竿
の
十
五分
は
六

回発
曽
出
酪
る
こと
にな
るか
ら
一

人が
発
胃
し
にら
必
ず
一分
以
上
二

・
五衆

均
の意
見
オ
述
べな
け
れ

は
なら
な
い
蹴算
と
な
る
ハニ)
計

算
は発
冒
一分
ご
と
に
筋
用畔
閥
准

掲
爪す
る

二
、酬判定
基
纏甲
睦

ハ」」黒、
恥囲
口

の甕
現
一十
点、
能樋
十点
、
以
上

を系
箪
と
し
て
審
査
の参
朽と
な

し
、合
議
の
?
7で
勤
建¢
る
(鎖

者
は朝
日
新聞
敢
企
画
部
次長
)

3
冒
冨募

轟
≡
留
魑
曇
唱
3
謂
§
§
藝

量
百
呂
3
=
§
墨
謬
3
騨§
職
置
5
3
昌
蓄
屋整
圏
"≡
=
=
=
昌.≡
3
≡
2
・≡
2
■3
塁≡
一≡
昭
雷
≡
=
■■一
5雷
留
零
=
一8
8
岩
5
冒
=
3
=
§
≡
8
召鯛
≡
■≡
3
・轄=
§
≡
昌3
≡
「呂
§
昌
■=
3≡
≡
冨
≡
…
≡
=■篇圃3
8
§
書
8
■一=
2■
≡
≡
隔8
=
冨
盟
≡
3
胴≡
3
昌
回曙詔
≡
3
≡
§
窪
聾
3
一卿8
≡
冨
彗

塞
一

受
配
に
團
体
主
義

東
大
北籍
部
に
新
規
軸

翠
の
犠
ス
轟
窺
禁
扇
し
、
義

を
轟
蓋

供
し
ょ
う
2ム
ロ
発足
し
肥
角尺
品
甫サ
ー
ク
ルは
冷
そ
の後
響
々
集

綱
を
あ
げ
各方
面
か
ら
具諭
さ
牙て
い
る
が
、
一力
、聚
大
で
も
,
こ

の
た
ぴ
微致
猫

朗
ヒよ
り良
霜獲
儲に
新規
輔
を
生
み
出し
.
今
礎

の
成
果
〃期
待
讐
幻て
い
O.
悪御
覧
昌
の
駆
逐.
良
観
の義

獲
侍

が
輿
望
二れて
い
る折
納
、
関
四
各
、園
に
わ
いて
も
こ
の方
面
に
対

す
る
何
りか
の
弓
が
つた
朗
て
し
かる
べき
で
あろ
つ、以
下
爽
大
の

場
合
篭
禍
けて
今
優
の遂
考
と
し
よ
う

じ霰 蕎 コ
o,lllll1巳巳OII塵1曾1魯101凸1611曇1圏llo551110■Bl5111111,8

全
関
西
学
生
團
体
の
集
い

十
二
月
國二
日
に
挙
行
の
予
定

学
牛
の
樫窺

か
通
して
わ
が國
疋
化
の
再
発
同L
を
図
る口
的
で
、
み悶
四
の
、大
藁

所
属
の
雷

体に
よ
り、
昨
臼
十
一月
一臼
人阪
岬
日
芸
館
で、
第
一回々
蘭
殉
隅罫些
ん化
祭

が
行
わ
れ
た
そ
の
捜
各團
体
は楠
繕
ー楢
遼
を
葺恥
Qこ
と
一星
霜
、
再
ぴ大
阪
弱
目会
9
に

相
つど
い
第
二回
み
関
内学
生
瑳

を
迎
スる
日も
遵で
葛、
炉
の
打
合
暫会
か
四
日勾
後
一

時よ
D
繭
日
勲聞
大
阪
不
酔貴
藝
エにて
開
か
れ
た

第
一回
奇
闇
西・'生
又
化祭
は
來
0雪

「一月
騨一日
、
大阪
朝
日
酷
に
て
仔
わ

"る

麟
年
は業

鶴

幽体
の
み
の

王催
に
よ
り
行わ
れ
、
当
時の
阪
紳
学

蓮
の加
入
は
拒絶
し
た
のe
あ
く
が
、

本軒
は
'
生
魏
助鳳
体
よ
り
「何
か
の

お役
に
立
ちた
い」
と
の
申入
れ
に
よ

り、
そ

つた現
刷決
謎
せ
ると
こ
ろ
・ま
河関
内
字

守美
恥
毘
盟
、関
臼
撒
彗
藁

勲
、

閾
西
塚9
映
画跳
盟
、
関
内・
牛
交
断

[塑
『
関
惣
車
合唱
屯
職

関
典
・

窯
演
圃研
究
会
、大
阪
'毒

繭会
、大

一

蔵
讃
調
額

傭灘

で
あ
る

今
匿
の交
壊

じ
⊂
は擁
輌

写翼
両

一淫
縦
は
娘
臼の
腫
軍
ムを
朝
U新
聞
大

の
加
入
冶
認
め
る
こご
2
な
一阪
本
砒
四階
詞
錐
にて
も
よ
おし
。
映

燗糖
課
鱗
灘
魏
購
隷
離
顯
簸
臆

て
寅
大
響会
勧
納
郎
ては
八
月
中
旬
批
判
し
た紬
果
、
次
の如
癌

動
方釧

岩
&懇

日
配
、
痛
麟
閣
・
弘
立
を
星
め
良禍
醗
打
開に
努
め
て
い
る

一、
竪
配に
対
し
て
藻
ド
義
を
とる

こ
と
十
名二
盟位
十
サ
ー
ク
ル
の

読
暫
サ
ーク
ル
を
十
カサ
ー
ク
ルに

増
加
し、
圭
要
縫
脇
ぴ
閉
潔
少

の
良
掛
を回
鷺
す
⇔、
非
サ
ー
ク
ル

会
員
に
も樽

に
惣
じ貸
吊
す
る方

向
准
と
つて
い
る

この
方
針は
ず
で
に
各
顎哲
よ
り
彊
助

さ飢
相
当
の成
累
済
あけ
て
お
り
会畠

な
る

一稜
ま
た
は
二
棲
に
よ
リ
コ
ン
ク

ー
ル
か
関
ぐ
戸
,ーで
あ
⇔
、
な
お
綿
日

に
っ
い
て
は
〆
後
の
会
曾
に
て

淡
定

す
る

}豊
懸
畿
騰
と讃

蕎

一

毒
需
搾

発・
ま・は董

麺

麹
そ
壁

.への嚢
わ

齢
講

購

総
幣

魏

舗
麟

触
瑠
死か発衣す

ー

朝
機
生
同
魁
爪

墾の藁
認

、醍

午
後
一助
か
ら
醜
会
飢
σh
泌
画
y

い
わ
れて
い
る
。
こ
の漕
納
駄
愚
は
一

計
　

誰
脚

体
何
かポ
y
も
のσ
あ
勺か

い
たザ

らー

列
の
窃
一
働
と
の
み片
付
け

て
し
ま
っこと
は
問
胡
の椴
駄湾
蝋
記

問
讐
見
る

驚

軽
翻
編

踊
近抄
業
制
葡
納者
の
数
が
激
堀し
、
て
い
る
。
第
一は
罐
義
時間
と
式
計操

》
蟹
局
か
悩
まし
C
い
る
が、
京
大
執
務
時
聞
とか
一致
す
Oψ
め
に
学
撃

で
は
く,回
鋤
動
分
の
授
簗
糾納
入
の

の納
入
す
ぺ
き機
会
か
少
ない
こ
と、

遭
、
大学
通
則
第
↓
四
傑
「再
業
糾
第
一一に
は
学
3
一般
か
浮藁
材石
解艶

納
村
ノ義

ワ怠
レ者
ハ
饗
、
実
智

まで
に
納
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櫻
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ボ
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台
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献
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叱
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介
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歴
更
上
よ
り
考
察
せ
る
…
一…
・

;

・・中
國
農
民
の
政
治

性

宮

崎

市

翰、
観
茗
剛看
の
■顕

は
轟

召ぱ
か
ηの
齪
史
で
あ
つ

は
な
ら
ない
。
被
支配
者
か
ら見
た

も
な
けれ
ぱ
な
らぬ
。
こ
れ
こは

だ
れ
も
異諭
が
な
い。
そ
れ
な
ら
は
ど

う
し
て
被
籠
養
の
歴
田が
明
か
に
さ

る
か
。
申願
は
琶
から
願
窪
國
であ

、
口
嵐
の大
多
微
は臨
民
で
あ
り
、

交
配
魯
であ
る
。
そ
の上
に
立
つ
暫

、
十天
夫
の横
鱗
は
ま
こと
に
目
に

も
の
があ
つ
苓
政
泊
の
運
用
は

、点
だ
ら
け、
矛
艦
だら
け
で
あ
る。

そ
の
閥
隙に
繋
じ
て
と
きど
き
働動
籔

が
起
る。
この
窺蒙
に
著
限
し
た
血

時
の
歴
更
家ほ
、
こ
れ
をも
つ
て
励
民

覆
動
で
あ
ると
し
、
彼
らの
階
級
的白

の
表
わ
れで
あ
る
とし
て
、
律
來
の

の
塞自
を埋
めよ
うと
す
る
のが

同な
つて
い
る
らし
い
。

ζ
反
抗し
て
蜂
起し
た人
民
墨動

の囲
は
虫
団
の歴
史
上
、ご
と
に
巣代

俵
の
甫
だ
わ
い
て狩
然
多
い
。
な

かに
も
悉
ば
よ
ほ
ど特
殊
な
間
臼
い

蟹
量
、
こ
う薯

覇

裟
に
種

の均
臓
牒
想
があ
つ
て
、そ
れ
は
四
ア

ジヤ
か
ら
糖し
た
虐奮
凧の流
れ
を
汲
ん

でい
る
屡
奥
のあ
る
こ
とが
、
九
大
の

勤
浸
の研
究
に
よ
つて
明
か
に
さ

れ
た
。
こ
れ
は贈
か
に
ある
糧
度
、
無

露
養
の
階
級
的自
聾
と兜
る
こと
の
出

來
る
も
の
で、
輿
味
あ
る購
実
π
る
を

失
わ
な
いo
ただ
し
こ
れら
の
暴
動
は

こと
ご
と
く当
鱒
の
政幅
が
ら
彊
旺
さ

て
O翠
に失
敗
し
だ
こと
勿
舗
で
あ

る
。
も
し
それ
が
威
功
して
い
た
な
ら

、
以
随
の東
洋
の
歴
毘は
ま
つ
た
く

を
{変
して
い
た
はず
だ
か
ら
。

所
で
間
脳
は
この
点
にあ
る
。
以
饅

曜
代
の
版府
は
鴨
こ
うい
う
思
想
を

も
つた
宗敵
を
邪
敦
とし
て
暇
し
く

取
締
り
、
一力
に
は
朱子
学
が
威
立

し
て
冒
学
とな
り
、騒
精
の
力
で
そ

れ
を
董
及
せし
め
、
庶
民に
ま
e
冠

嚢

祭
の塵
琵
襲

のそ
れ
叢

底
さ
せ
よ
うと
努
力
し
菟
こ
う
な

る
レ}工
地
に納
ぴ
つ
いて
動
き
の
と

れ
ぬ
働
禺
は筋
い
も
ので
、
勢
い
大

勢
に
同
化
し
て
行
か
ざ
る
を
樽
な

い
。
い
わ
んや
宋
κ
以後
、
地
圭
と

小
作
人
の
澄
が
ほ
ほ定
ま
つ
て
、

地
馨は
同
時
に官
僚
で
あ0
儒
番
ぐ

あ0
、
そ
れが
小
彬入
を監
督
す
る

よ
う
に
な
ると
、
い
わ
ゆる
邪
戦
に

よ
つて
,
小搾
人
の
間セ
橘
の
遵絡

を
些
じ
、鷹
天
な
紺
織
を持
つ
な
ど

い
う
こ
とは
非
常
に
む
つか
し
く
な

つで
緊
た
の
であ
る
。

それ
に
も
か
か
わ
,?
-、
礪
繁
に
錨

乱
が
繰
塾
され
る
のは
し
か
ら
は

で
あ
ろ
うか
o
暴
魅
や洪
水
に
よ

つ
て生
じ
だ
優
罠が
、
期
骨ず
し
て
蜂

茜
した
も
の
な
ので
あ
ろ
うか
。
も
し

そ
うと
す
れ
ぱ、
こ
れ
を
一欄
の
農
民

翼
動と
し
て
見る
に
興
覆ほ
な
い
が
、

そ
こに
疑
問
が
ある
。

方に
超
つ
た
局
邸
的
な
叛
乱
に
は

かに
口
禺
選勤
と
露
ひ
べき
も
の
が

す
る
η
と
ころ
か
こ
うい
弓
養

のも
の
は
u大
て
い
は
たち
ま
ち
頸
磁

さ
れて
了
つ
て大
曹
な
勢力
に
な
の
得

い。
し
か
るに
巾
国
近世
の
諸
難
乱

の鴨
聲
は
そ
の憂
謹
に
あ
る
。
一個

に
■
う
た
小火
が
、懸
に
大
き
く
な

定

つ
コ
入下
を
風庫
して
荒
れ
姻
るの
ご

あ
る
。太
砥夫
閾
の乱
の
ご
と
轄も
、

丁曜
囎
風
の
よ
うに
、
そ
の
中
心が
廣

駒
街
の田
湘
か
ら湖
南
徳
に
移動
し
、

揚
子江
を
下
つて
南
珊に
落
ちつ
い

た
。騰
風
の
中
心に
当
つ
た
所
こそ
、

大
荒
れに
荒
れ
るが
、
そ
れ
が
通の
過

ぎ
て
しま
え
ぱ
あ
とは
ハ穏
な
無嵐
地

むに
な
つて
カ
あ
たか
も
　
か
ら　
ゆ

講

諜

うりとしてい
へ}

申
閾
近
世
の
鰭叛
乱
の特
盈
は喫
に

こ
の
点に
荏
す
る
の
で、
太
軍
ナ閉
と

ほ
と
人と
同
時
に
超
つた
捻
解
をは
じ
}

め
、
ひ
とか
ど
の
勢力
に
な
つ
だも
の

は
いず
れ
も
共
通に
、
こ
う
い
う雇
展

件
を
有し
て
い
る。
そ
し
て
こ
の蔓
廷

性
は
、多
く
都
会
か
ら都
会
へとび
移

る
の
で、
田
含
の
士
地に
し
カ
み
つく

　

を
ム
性
とし
て
い
る繭
民
に
期
待す
る

轟ね

に
は
も　
り
に
か
けは
な
れ
た
　
めと

い顯

諜

欝
どこ髪

㎝

來
る
かと
い
う
と
、第
一は
智
諏階

級
の
期入
で
あ
る。
天
下
の
形
勢に

;

も
人
体を
通
じ
、
職略
的
な
地
理
の

楠

興
所
をも
わ
き
ま
ヲに
智
識
人
の指

導
か
な

けれ
ば
、
白姓
の
一硬だ
け

ゆ

で
天
下を
順
行
す
る
こと
は
と
うて

、
出
來
ない
柑
談
てあ
.q
と
=ろ

で智
鋭階
級
と
、
メま
ま
と
ん
議

;

一欝鱗
灘灘
螺

い
叛
乱
の件
敷
が
電
し
ζ
來
な
け

れγば
な
・りぬ
。
一兀來
が被
噌又配
幅萄
レ〕

し
て
の
随
既の
O
求
を政
府
に
も
ら

か
け
π
塁
瑚て
あ
つ
た
と仮
定
し
て

も

鰯
生が
加
入
す
る
と、
そ
れ
は

天
下
を
取.館
め
の
革命
濯
動
に
発

展
す
る。
大
義
名
分
を
十分
に
理
照

し
た
は
ず
の礪
聖
は
、
中
逮勃
ぱ
で

安
協
ヨ
る
こと
は
肝
さ
れな
い
。
革

命
を
軽
灯
させ
て
開
國
の
元動
と
な

る
の
で
な
けれ
は
、
乱
臣賊
寸と
し

て
隊
義
さ
れる
よ
り
ほ
かに
途
か
な

い
の
で
あ
⇔q
そ
し
て
一尾
天
下
を

取
る
と呼
号
し
た
叛乱
な
ら
ぼ
、智

識
階
級
の失
黎
番
か、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く築
つて
聚
て
、い
ろ
い
ろな

画
策
をも
行
つT
く
れる
の
下
あ

兎第二
に
考
う
ぺ
きは
、
叛乱
の
申
心

が移
動
す
る
間に
、
そ
の
勢力
は
8
遙

勝
のよ
う
K
ま
た九
く
ま
に人
き
く
な

るが

新
し
い多
敬
の
加
フ者
は
壌
し

て鶴
鴎
ご
あ
つ
た
かと
い
う
こと
て
あ

る。
叛
乱
が
台
風
の
よ
つに
ほと
ん
ど

累通
02し
だ
鞭
け
のと
き
に、
貧
蹉
や

小彬
人
が
果
し
こ、
す
嘗
を
璽
ーて
加

入
し
たか
、
と
い
うと
こ
れ
は
大分
疑

わ
し
い。
も
ち
ろ
ん全
然
な
か
つ
たと

は
い
〉
まい
が
、
苓
和な
●
禺は
え
て

し
て
と
うい
う
際
には
魔
掬
で
あり
、

優
疑
的で
あ
る
。
叛乱
者
の
樋
か
らい

え
は
、
こん
な
壌
儒
掌疑
の
藷
民
を無

理
に
加
担せ
し
め
る
より
は

も
つと

手
取
り
早く
、
凋
効
に利
用
し
一碍
る既

成
勢
力
が
いく
ら
も
近
くに
鴨
が
つて

い
る
の
で
ある
。
そ
れは
何
か
と
い
え

ぱ
秘
密
結肚
颪、あ
る
。

=「
秘
鯛澹
肚
の
瓢
堕

配

由國
の
肚
会
には
誕
こ表
と
あ
つ
て

屡
の
世
界は
秘
密
帖
膚
力
麦配
し
て
い

る
と
は
し
ばし
ま
、わ
航て
い
る
こ
二

σあ
る
。
こ
の憾
密
而
吐は
人
て
い
一

樋
の
償
仰
を中
しと
し
て團
紬
し
て
い

露
伴
先
生
を
悼
む

士口

井

勇

騨

灘

雛

擁

も
お
ζ
っる
る
機
線
へ、か
}

た
ふ
と
か
る
交
字
は
残
れ
ど
先
生
の
大
キ
み
す

が
た
途
に
見
か
た
き

葛
飾
の
わ
び
し
歯
庵
の
み
は
ふ
り
の
さ
ま
思
ひ

っ
つ
苔
見
る
わ
れ
は

思
ひ
出
て
て
か
な
し
み
屠
た
り
対
燭
骸
読
み
う

つ
つ
な
く
あ
り
し
昔
を

」ML画一一1哺ru

難
船粟
り
、
も
し
くは
甲仕
な
ど釜

労

移
菖が
多
い
。
伸
間の
略
甜
を守
り
、

利
盆
を田
分
け
ポる
時
.卜喧
羅
をし
な

い
た
め
には
規
曙力必
嬰
ぐ
あ
る。
こ

の
規
約
を脚
型
な
ら
レめ
る
た
め二
は

ま
た
岬
燦
炉必
曜
デ
凄
やか
け
で
秘

密
結
肚
の鴇

は
む
し
O潮
結
の
あと

か
粛
加
さ
れ
プ
も
のに
過
ぎ
まい
。

塩
の
閥
は
向繭
的
で
あ
⇔か
ら
、秘
密

縞
胱
も
從
つて
至
圃
的
ヒ散
布
する
。

そ
し
て
たが
い
庫
絡
功
と
72て
いる

騨
羅
購
購

一ル
ー
ト
と足
め
て
いる
の
に
対
し・
秘

桝
密
細
計
の轟

も
、
二
のば
定
ル
ート

に
牛
行
し
て存
在
して
いた
よ
う
圃あ

舶
る
。そ

㌔か
ら
間
臼
h
紫
力
卑
ゴ
る
の

で
あ
る
ρ
同
時
的r
起
つ
た
叉
小

天
國
ζ
隠匪
ほ

k
体
荏
万
の
醒

を
境
と
し
こ

鴎

化
と
て
活躍

　▼鎚

麟
齢
慧

銃
めば
殿しくも無葉

晶爾

風
流
沸
ま
た
取
り
出
し
読
み
に
け
り
君
の
死
臆

き
し
夏
の
夜
ふ
け
に

㌧
書
き
た
ま
ふ
幽
玄
の
世
に
君
も
ま
た
入
り
入
り

た
ま
ひ
ぬ
と
歎
き
こ
そ
す
れ

大
き
ぴ
と
の
寂
し
く
死
に
⊂
ゆ
き
ま
せ
る
悲
し

さ
に
堪
へ
遠
蛙
麗
く

へ
柵馳ト

る
よ
う
であ
る
カ、
し
か
し
婁際
は
も
一た
め
の薩
竃
に
なれ
は
大
融/
艶
展
9

た
。
これ
は
捻
匪
」准
膨
栂
岸
の塩

の
湘
疲地
渉
勢
刀範
曲
ル
し
、
大準

天
國は
荏
南
栂
摩
の
粗の
湘
費
地
を

勢
刀範
囲
と
し
て

た
か
いに
縄張

り
を
守
つて
相
犯
さ
なカ
つ
た
か
ら

だ
と
難
明す
れ
ば
よく
分
る
。
これ

に
よ
つて
開
て
も
こ
れ
ら
の
叛乱

は

塩
の馳
ぜ中
き
す
0秘
密繕

靴
の既
存
勢
力
を
地盤
二し
て
拡か

つ
π
こ
とか
知
ら
れ
るで
あ
ろ
う。

無
敬
」
勃
発～
る
叛
乱
に
つい
て
、
そ

の鼠
御
の
動槻
を
副
べれ
は
い
ろ
いろ

なも
の
カ
あ
つた
ぐ
あ
ろう
。
中
には

困
鰯
農
民
の切
望
な
霧
権
辛
彊
の声

か
ら
起
つ
℃も
の
も
あ
つ
荏
ト違
い
な

い
。
し
か
し浮
メ
な
性質
の叛
乱に
は

決
し
⊂
奉
は
爆

ノない
。
も
レ途

中
か
り性質
力
宛
つ
て
、条

庵
取
る

る
。
こん
な
企で
は
実
際
の
と
こ6
、

千
に
一
つも
成
功聾
束
な
h
のだ
か
、

ひ
ょ
つ
とし
ζ
巧
くゆ
け
ば
明
の太
甜

の
よ
うに
な
れ
る
か
わ.
何
ぺん
失
敗

し
て
も
やめ
ら
れ
ない
。
し
か
し
こう

な
る
と
そ
の叛
乱
の巾
に
た
と
7農
氏

出
身
酋
が混
つて
い
7も
、
も
は
や彼

ら
は
脇即
と
し
て
の
資格
で
は
な
h。

か
へつ
て
一種
の
ボ
ス的
暮

に
なり

下
つ
て
し
まう
。
隠
勤
霧
き
こ
まれ

た
地
乃
の
正嘩
な
髄
曵は
大
て
い
の鳩
皿

合
は
彼
寓
茜
にさ
れ
る。
い
く
ら
か
で
「

茎

轍
を
貯え
て
い
る
のは
費
良
て冴
一

り
、
そ
れ
か好
箇
の
捌奪
対
象
物
と
な

る
か
ら
で
あ
る。

ど
つ
ち
に
して
も
助
から
ぬ
の
ほ
農

甚

萎

毒
穿
麺

れら
れ
ず

次第
に
萎
鰯
し
、
政

泊運
醐
ル
起
ず
よう
な
組織
隔な
ナ

れぱ
釧
襖
も
な
い、
ひ

～
ρ1期

に
し
カ
δつ
して
、
一字懸
コ
働

く
こと
た
け
轟
され
る
。
こ
んな
み

じめ
な
塊
遇
に
おか
れ
だ
脚
罠は

紹
てず
保
渡
溝
済
尺め
て
いる
。
そ

れは
駆
曲
」あ
つて
も
、
地
主一
あ

つて
も
、
ヒ
匪
」あ2

も
穂
わな

い。
彼
辱
は
φ
匁
ま
♪珍
"さ
、

哩
力に
保
逝
して
く
21
ろ
掘
促
つ

て
ゆぐ
の
み
」あ
0。
十
匪ほ

禰

の
支配
茜
e
あ
萄。
花
野
彪
・は
あ

るが
そ
れ
は
被
藩
ム
〃
意
賑し
献

い
。中
國
近
世
耐会
σ
特質
は

む

し
ろ
こ
っい
ろ点
r
存
で
りか
で

あ
る。

　歴
兜
の見
方
は
時
代に
礎
つ
て
変
って

　ゆ
かね
ば
な
ら
ぬ
い,
さ
リ
ルて
を
n

8史
ウ
ニ

一お
いて
当
鉢
踏
む
ぺ
謙」
就
キ
を飛
携

ぴ
して
貰
つ
て
は
困
4.
聲
臣
本
口か

草
膿
取リ
カ
ら
上5
5起
し
ア
か
り
G
、

}つ
て
、す
く
罠

懲
の

讐
驚

さ
れ
ては
た
ま
りな
い。
個
人
の
乃置

の
自厩
と
階
級
的
自聾
と
は
少之
別
物

で
あ
る。
だ
か
ら
大
下を
と
つて
し
ま

貞
は
たち
ま
ち
独
裁耗
と
な
つて
鼻

の
刀
狩り
も
や
る
の
てあ
る
。

い
ささ
か自
や
廣
告め
い
て恐
れ
、

る
が
、近
～、発
行
乙れ
る
「藁
鍔史
研

究
」
に
「巾
圃
虹
世
の畠
脱
遡
廟」
L

題
し
て、
明
代
に
胡
つ
たム
出
の
髄民

運
動
の
一
例〃
挙
げ
、
2
れ

当然

陥
δ
べ
弟哲
劇
的
な納
永
疹
も
論
して

お
い
九。
い
の
門
磁
に関
」〃鳶
たれ

る
方
の
一読
を嚇
れ
"凸噛
ご
あ
る。

(襲
擢
皐
く交
掌
馨

京
天
の
、呉
三
桂
」と
い
わ
九
て

奪

あ
る
・彼
等
甕

で
あ
郵

ま
・
景

大竃

λる
。
同
蟹

し
、葦

聾

…
休
し
奪

2
に
慧

亀㍊

奮

いc

岡5
》雲
9
う

3
～

1

=
ξ

ー

L
墨
▼

3

≧

ウ
一一一〇
▲学

'
ノ箋

《9

も

東
洋
的
君
主
と
記
録
官

.
動
は
左
更
こ
れ
を
記
し

電
は
右
史
こ
れ
を
配
す

枝

一℃

中
國
σ
理想
的
な
葡王
と
い
え
は、
ま

づ
罐
と
瞬と
が
引
き合
いに
出
さ
れる

が
こ
れ
は研
漠
と
した
太
古
の
饒
の

世
界
の
苗王
た
ち
で
ある
。
盤
更
時代

に
は
い
つて
の
奉

の
名
碧
と
い
λ

ぱ
、
漢
の文
甫
あ
た
nが
挙
げ
られ
る

け
れ
と
も、
4
の
扇
せき
は
索
は
と詳

細
に
は蝉
わ
つて
い
な
い。
だ
か
偽後

世
の
新
博た
ち
か
そ
の溝
σの
曇
鞄と

し
ご
い
る人
輿
と
い
え
は"二し
ずめ
麿

の
奄
堺
戸渉
U
」Og。ー
2
㊤)
にお

ち
つ
～

麿
の
入
宗叉
蟻
晴
、
姓は
李
、
名嫁
世

民
蘭
の
済情
の
下
に
山
両の
κ
原
の地

方
喪
冨
ゐ
して
い
た
李淵
の
次
男
ごあ

つ9,。'
朝
の
ス
人
熟
に繋
)ぐ
代
つ

て
人
ド
岩」
う
つと
、
'大
望
を起

し
、
父
の漏
か
お
し
た
てて
群
雄
と
て

た
か
い
、
み
ご
と
に
そ
れ
に
成
功
し

て
、
ま
つ
父を
母

しつけ
、
罫
の
参

謀
格
で
創
築の
政
台
を処
澱
し
兀
十

年
の
嶺
天代
の
帝
磯
飴
ω競
邪
名、、

あ
る
兄
と粥
と
尊
な
き
もの
に
して

父
か
ら位
を濃
ら
せ
、
じめ
て
表面
に

あ
りの
れて
そ
の
手
腕
を
{る
つ
こと

と
な
つ
た。
と
つ
て
二十
九
磁
の淘
年

天
子
で
ある
o
か
く
て
嗣観
と
培
易ル
ノ

改
め
、院
謀喰

撰縁
ら
の
名
宰
M冶

椙
芋
朔
柑に
し
て
、唐
朝
二肖
鐸
の繹

晃

か
しい
鵬
黙
の歴
史
を
年
0
トげ
る
基

礎
を確
立
し

そ
の二
十
三
年
の泊
世

は
、世
に
「自編
の治
」
と
称
せら
れ

る。唐
の太
宗
が僕
範
的
帝
王
`
なn
樽
一

た
のは

そ
の磐
行
か祥
細
甲し酎
わつ

て
いる
二と
に
搬
大の
理
由
か
ある
。

中
國
で
は
・
甜
は
ム
史
こ
れ
を
記

ワさ

し
、跨
は
仁
史
これ
を
認
す
ヒ
と
いつ

て
、
むか
し
か
り天
～は
"
の召
ちを

朗
す
べき
。1録
冒を
ろ
右
に
侍
らせ
て

い
る
こと
に
な
つ
て
い
O。
けれ
ど

も
、紙
の
発
泪
非
られ
な
h
前、
竹
片

に
ウ
ル
ンで
字
汐瞥
い
て
い
たよ
らな

時
代に
は

ど
ん
な名
霜
か
あ
り
め21

そ
、匂、
詳
し
い
翼
か
二、。こ
と墾
、

き
ない
。
紙
か発
明
ぜ
めれ
ても
、
冠

一介
き
わま
る
溝
宇で
も
つ
て
、
そ
うツ

ラ
サラ
～
速
記
がで
書
る
も
のこ
は
な

い。
だ
か
ら
、
こ
うい
う
お
録
の役
は

あ
つ
ても
、
そ
れは
+
座
の
師
りに
ち

か
いも
の
e
)かな
か
つ
た
。
とこ
ろ

菰

太
霧

れ力
大
髪
蒙

わ

す
政治
む
暫あ
る
いは
備
理
調億
に
つ

蒋
て
の震

・・の
葛
菱

に
肺細
に
記
録
させ
た
。
の
艶に

そ

一発
謹

の
竃
冒
の
天
か蓮

し

て
、
「貞
観
以些
」
と
名
づ
ける
雷
物

が豚
bれ
κ
り
二十
二隼
閥
の会
論
の

申か
ら
調
ぴに
%
び
、
一流
の
文
琶
尿

が簾
にし
晦
も
ので
あ
Qから
、
そ
れ

は甲
し
紛
の
な
い美
聾犀巴句
に
満
ち
た

も
のe
あ
る。
さ
き
に
一寸胃
つ
た
即

位
のた
め
の骨
肉
の
間
の
寅
いさ
え
、

それ
を
「睡
す
ご
な̀
く
紀録
せ
よ
」

}と命
し
晒」,一とば
か
、
太寒
の麟穂
と

}して
大
き
く罰
か
れ
て
い
る9

塁

に
つ
と
め
た
こ
`
、
金
の
贈
蒙

あ
つ
め
て
第

一の

『
貞
観
政
覆
噂
を
駈

(
>

U
二
M
W
l
ω
の)

の
右
に
出
づ

ろ
う
と
壌

、プ
も
の
さ
〉
あ
っ
軸
。

る
も
の
ま
な
い
。

世
宗
は
も
と
も

ク
L
}
タ
L

よ

つ

二
、

て
礎
兄
の
海
陵
干
に
代
つ
て
帯
位
に
つ

黙
編
齢繍
簗
蟹

齢雛
鎚
醒
磁
擬確

講
齪鱗
魏
鑛
　難

.
蒙
古人

海
入
の叛
乱
か
か
はる
か

は
る起
⊃た
。
だ
カ
リ、
今
わ姫
中
ρ

の
見
ゆ
鬼氏
の
冒製
年代
耐
は
、二
の

碑
代
は
度
か
ざ
な
0買
乱
と
詠敬
と

の
さ
なか
に
あ
つ
て、
宮
廷
では
小癬

轟
が
大臣
た
ち
を
栴手
に
)窪
のず
名

書
ゆり
か発
廻
す
る、
と
い
っ出來
上

り
に
な
つて
い
る
。

一一,

ζ
こ
ま
で申
サ
ま
、宮
廷
の
"録
冒
の

石

浜

純

太

郎

僕
は與
人
出
身
ごあ
る
.
し
か
る.馬僕

を
凌
凪大
出
℃
あ
るか
の
ご
と
く習
つ

て
い
る人
も
あ
る
よ
うで
あ
る。
二
れ

も
無
狸
5は
な
い
よ
うだ
。
僕
は
只汰

交
学
醐
の機
関
魏
証塾
交
に
救
ーズら
れ

爆
か
れて
き
た
よ
う
なも
の
だ
し
自

分
の
さ
ンゐ
か
な
研
泥成
縄
は
大砥
塾

一交
叉
は
そ
の噂
」分守
発
刊
され
た
承

大
咽
の
雅託
史
林
、
支邦
学

粛隊
史

研
究
な
とに
掲
載
4
、構
つた
か
ら、

人
先
親
の
一人
は
嘆
を
弄し
て
あ歌
は

晃

倖
ザ
エ
、つ
た
と漏
れ
用
い
て
い

}る
。
捲
題

　障

喫
し
κ
講

耶
}
京
人

、盛

ん
な
肖
靹
ヴ
ヂー

迫
随

)
」
仔
つ
た

糟傑
冶
如
け

ノ
」
.曳
穿
た
の
カ
も
副
4/
な

一
い
。

ア

隷

ヤ

け
レ
う
叩、も
よ
い
が

　}京
大
で
欠
第

げ盛

〆
r
た
つ
⊂
い
つ
た

履

あ
君
醇
沸
醤

閥
を

癖
起
レ
ても
」
であ
る
o
むや
み
や
た

}h
虚

:
3
い
て
簗
が
つか
な

r
な
つげ
の
あ
ま
o
賦大
譜
先
些
方

}の
習
旨
.。
・冥

れ
たせ
い
か
も

知れ
な
、。

「嚴卸
.も敦
漏出
伊占
蔚
り
研死
μ5
た

一ぐ
・
当
緊
都
＼薦

の乱
蓋

け
て
hた
糊
双
詰
、壬
課
安
両
先生
が
や

つ
き
早に
研
究
の籔
つ啓
の影
昭
本
を

出
腹
され
Φし
粁
野
君
田内
先
生
、

護
瑚爾
象

溜聞
棒
華
笙

など
が

ン
れ
をや
いや
いも
て
は
や
され
る
の

翠

の畿
々
忙
し
く
つい
て
回
つた
。

浮
の
つち
r
薦
剛独
曙
日
な
ど
の申
央

亜纈
邊

隊
の
駁～
が
分
つ
て
くる

と
隣
軍蒼

く
か
りで
な
く
緒國
の
異

喋
な
る丈
〆
講

の
もの
も
沢
山に
あ

る
。
と
んな
も
の
かL
氣
r
な
つて
い

る
と
勿
旧脊ア崖

か
ウイ
グ
ル
文書
の

研
究
が発
表
に
な
つ
た。
そ
れ
、
これ

扇
そ
は
」子界
宰句
の
勒
瑚域
だ
と少
し

は
箔
リナ
く
な
O。購

予
両
先聖
の

股
氏
既
甲勝
憾
又
ノ
の弊
峰
研
究
が
や

か
ま
し
い。
削
後
し
r内
酢

福
岡罐

先
生
の
漣
プ
登
鮎
する
。
な
る
ほ
ど

こ
れ
は
東
痒史
の
面
㌧発
輌か
ら
これ

も
少
し
ま
うか
カ
わ
♂
翌な
○ま
い。

羅
君
葵
、
開管
廼
兄
弟
か羽
田
先
峯
か

ら
写
嵐
薪
を
擬
L四
浸文
の
解
認に

棄
吊
レ"。
当
昨
大
助外
鵬
こ
い
プ
ネ

フ
フ
ヒ
か
冨
の探
板
除
か鑑
伽
に
彪
入

な
る
西
昇
・鋸

を
招
來し
て
い
る
か

ら
帰
國
し
九、や
ての
研究
を
し
だ
い
が

と
h
う
か
ら、
噂ζれ
なら
ぱ
と
僕
等
も

勿
田
準
,u資
料
を
わ
けて
欝
つ
て
と

も
一
研
究
にか
か
つ
筏
勿
田
先
生
か

聚
猛
丹
珠爾
を
少
し
盛來
さ
れ
た
。装

蒼

琢
陶は
曜
倫
σ
発見
さ
れ
て
い
る

が
何
処
にも
な
い
も
のが
。
こ
れ
ま
た

世
界
に
珍
しい
。
ロ
ノア
の
研
究
に
先

駆
け
よ
う
で
な
い
か
と熊
つ
て
も
み

た
。
敦
嚇
出
ド品
中
か
ら中
圃
倦
交
字

の貴
桝
を
取L
げ
ぐ
h野
牛
生
力
発
表

さ
れ
る
。胃
木
正
兜
硫生
官
勧
武
四
郎

慌
牛
も
七巾
に
出
動
する
。
こ
れ
は
ま

た塾
貫料だ
と
誠
ア
せ
わ
レ
な
、。新

棄
料
に
よ
る研
究
は
か
リ剛
な
」。
謂

朗
彗

も
顧
王
雌

一人
衆
ー3
外

、も

引
ひれ
る
が
鮪
π
胡
承
昂
、
璽
Ψ

誠
、
喪
賓
皮
錫
瑞
、
章
八
爽、
劉
師

壌
、
こ
んな名
け
皆
撫
は
ぞ
ハ姻
の
学

会か
盤
龍
か
ζ
ム
Wて貰
つて
勉
強
し

たも
の
戸
あ
つ
π。
7丁
あ
わて
τ曳

って
っい
て
回
ら
多
・デ
・㌣
、̀の
π」

あろ
颪
が
、
知る
冷
触
な
か
った
ち
の

を
知0
、
矯
らゴ
塩汐
q
な
hも
ωか

警
て
貰
弓
の
であ
ζか
ら
ζう
落
薪

いて
す
ま
し
ζ
いる
わ
σには
灯か
な

い。
こ
肛
て
い
る弓
問
凌
一人
綻

取

り
も
ζ
9の
てあ
る
か
b忙
し
いの
も

当
然
であ
2

レ
いえ
⇔。

あ
まり
自
分
に
悶伊
し
鞭
こ
とば
か
り

で
恐
湘で
あ
9か実
護

は
.じと
ん
と

京
ス
の策
鷺
着
奪
の
圃
沖目
し
ご

い
たよ
づ
な
も
の
⊂あ
つ
た
。ま
た
そ

れ
ぽ
と京
大
の
興
"学
、-は
なや
か
で

あ
つ
粋
肖
國
酋学
ー
あ
け
る
縫
'譜

多
.'は
錯外
國
は
おろ
か
叩
國に
お
い

て
も
曳饗
か高
い。
曜
璋
魁
栄
の
胃果

も
循
外甥
で
η
用
ぎれ
、
潤
覆
鮮の
緬

史
二
は
狭臼
の
地慨
を
持
つ
て
わり
、

潤
朝
史に
お
い
て
は巾
閲
を
もリ
イ
ド

し
糎
と
、
ひ尋
よ
う。
巾
國
文
学も
他

の
適
随
を
汗さ
ぬ点
を
持
つ
て
いる
。

輿
葎
言再
学
も
紳
ル扱
い
て
い
たも
の

で
あ
る。
と
ん
な
はな
や
か
な
藁
確挙

界
は
てうあ
る
汗
い
つわ
け
に
は
行か

な
い
。
諾鎧

先
嘗方
の
努
力
の賜
物

で
あ
る。

ご
っい
'鐘
や
か
嵐東
痒
学
を
ー
ん
だ

原
因
コ
あろ
う
か。
後
か
馳畠
か
bと

追
駆
け
魑
つた
.緬
き
な
か
つ
た僕
な

ん
か
か
か
れこ
れ
レ椎
測
す
る
の
も
ロ

に
は
ば
かる
か
慰
い
つ
いた
と
こ
ろ
を

逓
ぺて
見
よ
ら。
新
蓑

の喰
策
研
児

に
嚇
敢
て
あ
つた
こ
こも
一つ
の
例
因

『あ
ろ
72}。
劇
彩

L取
堀
煮
で
付
く

こと
は
な
か
なか
に萌
氣
を
腰
ず
る。

学
問
は
お
オ
砂胎
新
材料
の発
児
壇
加

こ
♂
つ
㌔撹シ
f
る
。
旧紡
"
疹
」
寧

親切
}
か
43
な
し
て
もそ
れ
は
も
っ

ろ
A催
歩
する
力
新
材
料
によ
.◎分
別

裁取
♂
方
甲明
断
」麹
確
σあ
O。
だ

酬
っ
覇材
鱗
距彙
鑓し
ア一
れ

よ
つ

ア旧
か
か
判
竃
し
ご
前
進す
る
カ
よ

h。
噂
h
r
も
基ノ
フ
'酬
ー発
以
後

は¥
界
勒
発
兄
口
霜戴
祠
力
枕
由-
積

レだ際
[」、
勇
敢に
同
つて
但
ん
だ
か

ら
酷々
た
る
域
続
か
挙げ
たの
σ
あ

る。
わ
が國
、これ
bの
資料
か
発
冤

いる
。
す
ぺて
よ
し
'舅
た
る新
し
い

しも
のは
多
く
はな
か
つ
た
が世
界
各

君風
浄
輸
入
澗化
ず
る
に
鳴
なる
も
の

閃
の発
巽

料
をよ
く
轍
入招
崇し
て

が
あつ
た
。諸
先
生
の
耀
隠
一し
て
目

利
用
し
義た
か
ら
雪

。

固
あ
・舅
力が
粟
慧
あ
華
険
か
せ

泉
左諸
敢
授
が願
く
獣
界
の学
界
と

たも
の
と
見
たい
。

穀
協
力
し
ご
い
りれ
た
の
もそ
の
慷

これ
・霧
大
観し
て
み
る
と
一
つの
傾

因
の
一
つで
あ
ろ
つ。
諸
光鮎
は
蕨
く

の字
が
学
岡
を華
か
廿
な
りしめ
ウ繍

世
界
の》
指
主
父
けを
訂
し
て知
識
を

子
らし
い
。新
しい
境
地
へ新
し
い
境

亦獲
しζ
い
りれ
た。
こ
れ
ま
た
斌大

地
への
進
出
が
この
箪
堤
を
藤
んだ
も

は
幸い
に
も
羅
.王
両
髪
の
罷
難移
庄

の
『、あ
る
・
ただ
そ
21
騒
先
生
の旧
に

に
壇
遇し
で
学
問巾

地
と
な
つた
。

ド
ロ
ま
鷹い
輌
怖〔
あ
つ
て
別
に奇
を

こ
の
こ
とは
羅
王
両
先
生
匹も
好
果

好
み頴
に
走
毬
たの
で
は
な
い。
ず
れ

歩
も
πら
し
た
力譜
先
笛
こ
も囲
買
を

鱒
力
っこ
ノ嘗を
鞭
く
し
葵
を礁
く
し

轡

○
戸、3
か
つ
た
。

こ
と
に
中
饗

た裁
り険
い
た
のだ
。

の
収穫
㎝の
研
究
てあ
る
か
b欧
州
の

僕
の観
た
京
夫
粟
ー
㌘
は
ナ
「は
藷

諸
完牛
も協
力
汐
期
待
す
る
も
のe

話
で
ある
。
察腹
茜
賢
戒
し
つ
つ出
講

あ
O。世
界
学
指
の寮

c
も
ある
が

学
問
の
協力
らも
ある
。
そ
つ
い
う世

す
るよ
う
に
な
っ
た。
。
塑
れ
た
る

界
共
通
の堂
間
へ
の
珍加
は
理
大興
洋

旧
材料
を
い
じ
く
り朔
募

は
なか
つ

ウ
を
は
な
やか
な
0しめ
た
。

つ
兀。
当
分
は
ま國
り
擢

か
も矧
れ

も
,
一つは
斬
し
h
学風
の
鞠
入
⊂あ

な
い
。そ
れ
に
諸奉

む
多
～
交代
せ

ろ
っ。
驚明
の
巾
國
芦は
瀕
潮
に鰯
換

ら
れ
鷹
新
し
い
時代
に
ぱ
ま
ア新
し

ル

し
弗
㌧
風
汐輪
人
し'」旧
徳
川
時
代
の
い
学
紫
か開
く
こ
≧
にな
・。弓
が新
材

浅
声
〃晩
却
し
⊂
し
ま
つた
。
し
7ーも

料
に
よる
は
な
イ
か
卸壕
期
持
す
ご
こ

に

鵜
拠
㌧
た
・朝
7ω冊
ノな
0謂
学風

ン
は
ηず
か
レい
。
し
かし
裂

ざれ

を
漸
人克
触
レ
つつ
削進
し
戸
中
國
の
た
O材
料
を利
用
し
、ま
た
新
しく観

声
渉
4
く現
代
の
学
風
ま,」に
才よ

て
ワ
匁こ
とか
旧
東
ε
掌の
だ
め
には

〆

。
選
移
る
の
匙
取な
葡実
冠
鴫
幸
、
二い
タξ
。
粛尖
策
`
学
の
宵
木

ず
べ詣
も
の
爪あ
る
。
し
か
"た
だ凱

に
新
し
い
穿
か
出
新
し
h花
か
喫
、

な
り模
倣
轟
僑
暫
な
Oもの
は
没
の
か
甲
こ
い
つ
至
も
忙
しが
り
た
い
が

ム
結
砂
し嬉
ざ
O匠
のも
の
カ
も
多
天
わ
れ
に隼
を
か
す
ご
あろ
う
か
。
こ

ぐ
竜
蟹
し
罷
誠
に
感
瞑
二
塙
λな

こ
ん
なご
レ涯
、つ
て
る
とま
た
東
人

い。
西
庫
の
学風
も
紹
介
され
ぐ
行
つ
出
レ商
邉
わ
魁る
か
も
知れ
獄い
。

た
p毒

こ
れ
か消
化
しよ
うレ
し
て

(■讐ほ
京
大
文
薩

、

δ
、

ミ

、

'
、

＼
、
、

p
、

ミ

、
∂
、

＼

2、

∂
匙

ミ

、

3
、

＼＼
・
、

∂
、

、・

、

∂
、
、

ミ

ミ

.
、
σ
ミ

、

1
、

・
ミ

ミ
9
、

e
、

ミ

.
、

e
圏

、、
e
、

e
、

ミ

o
、

.
、

、、
e
、

の
な

、
こ
曽
は
概
し
て
ひ
ま
二

な
0
、

政
箏

力
ま
ず
し
く

な
り

㌧珊
瞳
二
忙
し

　翼

灘

厘
貼
昧
覆
袈

窺

の髪

毬

窒

馨

2
」窒

膏
の
も
?
・・起
し
か
つ
蒔
氏
で
あ

る。
そ
の
ヶ
ライ
マ
ク
ス
は
岬
示
(>

〇
一簿
J。ー釦
¢
の
ト
こ
士
多石
ら
の

新
仏涯
と
欧陽
修
ら
の
旧
広
派と
が導

つ糎
ヒ
者
て
あ
るか
、
ぢ
録
冨の
忙
し

さは
、
そ
の
少
し醜

か
め
わり
温
公

で名
高
い
司
馬先
か銚
た
のた
り
か
ら

なし
まる
。
政敏
こ対
抗
する
た
め
に

とり
き
め
弗
こ
しま
一々
d懸
に
の
こ

)
ま
た
大
昆
た
多ま
一々
の処
直
に

凝
覧
も
つ
乏
、'
霧

上
のけ
興
が

あ
つ
,昨
の
ぐ
ある
。
こ
ろ
な
⇔L
速

ク
ー
デ
曳
L
、よ
つて
即位
し、
漢
人

に
向
つ
て
罐
囎
か
串る
つ
π後
に
、
垣

人
勢
刀
を
橘
盤
」も
つ
大
臣
た
ちが
武

一力
」も
つ
て
交宗
を
嫌
立
し
裾
交
宗

の即
位
に先
軽
つて
、
北
方汲
と
繰
奴

のあ
る
そ
の
兄は
、
一た
んは
葡
位
に

っき
な
か
らrノ業
の
撮
期
を
とげ
ね
ぱ

なら
な
か
っ
た。
「丁ハ暦
の酒
」
と
呼

一ぽ
れ
る
文
示
の噂
氏
は
蒙
肖入
の
統

治
下
く
あ
つて
無
類
の
渤
文化
興
陽
の

　時
期
と
讃
称
せら
れ
、
同
時に
、
そ
の

一前
の
桑
定
時代
は
藤
膨
な暗
黒
時
代
こ

し
こ
官
私
の
詞録
に
え
が
か
れる
。
そ

一レ
、例
こよ
っ
⊂、
冨
隼
銭
匿

一は
、
天
暦
の時
代
は
大
寒
は
し
い
。

耳

室

れ護

・
で
いる
と
、
ま

こと
に
馨
・花
の匂
ろ
は
かり
で
あ
つ

謂
が
間
二
あ
わ
な
、
。
・苓
～
と
何
か
打

ち
合
は
せ
を
よ
だ
せ
"
ノ
臣
は
、
御
段

の
出
口
σ
伺
録
胃
の
く
る
の
を
待
ち
、

い
ま
の
謡
の
内
容
を
博
ス
、
詔
鎌
し
⊂

も

りつ
て
か
ら
て
な

い
5
退
出
て
書
な

ハツダ鱒堀佛嘱

コ

蒜
記曽蜘稔
濁
談
炉
縫

て
へ
る
の
し
あ

め
ゆ
　
テ

ヒよ

い
か

　

麟
難
瀦

ら
な
い
。公
け
の
圧代
乱の
緩
暢
を
お
い
こ
は

摩
る
た
めに

天
乏
は
螺

・琶

先
輩
の
苦
圖
を
思
う

京
大
五
十
週
年
を
迎
兀
て

剛

颯
ノ
か
創

V
貿
耽
「
か
ら

△
節
す
カ
ー
逓
年
に
あ
尤

る
。
学
寝
当
局
同
翫ノ
凸
↑

↓
月

」

1
日
か
ら
一
週

間
を
聾蘇雪
灘
週
間
とし
て
多
移な
討

お
か
れ
る
。
天
子
た
る
も
の
は
、
ど

　画
か
し
て
い
る
"
し
か
し
な
か

り
凸
女

う
し
て
も
これ
か虐
握
し
な
け
れは

な
ら
な
い。
だ
か
、妃
録
官
塗
李

の
颪
の
まま
に
な
つ
九の
e
は
、そ

の
霧
は
整

.
なく
な
る
。だ
カ

ら
中
閲
」は
入
ゴ
は自
分
一代
の記

蝕
は
み
ては
な
りな
い
こと
に
な
っ

て
い
る。
史
冨
か
安
ーし
て
あ
ら
の

嘉
螺
霧
、疑
畿

階
級
に
と
つて
ど
メな
葱
昧
を
硝
った

か
、
並び
に
現
在
に
才ブ
ゑ

膣.-と

つ
て
どん
な
意
腺
を持
ブ
伽
ま
な
りぬ

か
、

猛

は
な
いだ
つうか
。

こ
の
こ・
寡

皐

し
兎
る
丁

九

萎

蜜

璽

・・鳳あ

た
め
㎜か
つ
て
、薦

の
響

ノ.聖
畢

い
こ
集

ろ
、巽

し
よ
ご
し
ア
ん
菰
、た
ア
の齢
兜
で

な
氏て
杣
4、あ
わ
う。

京
大
九-
年
の
歴£
湾
迎
ズ
る
㌧あ
に

【

つ
ご
喬
ノ
か
△虚
駆粛
な
気持
で
これ

りの膠
史
冴
回
顧
す
Φこ
と
は大
∫当

局
が
ド
ろし
て
今凱
の九
r遡
宜
-怠

ヵ
鳴物
入
り
で
官罎
し
よ
rとす
9か

を
韻る
た
め
.面必ず
し
も
無巌
吠な
二

逗

」は
な
い
し
、む
し
歪

雲

輩

帆昌
,
感
反
街

官
聯脚
し
て
新
し
い
出
発

へ
び
♂
"
ル
7
曳
み

る
一

》

、
大

翅
鱈
3
怠
ル
ゆ
だ
凱
な
筍
プ

γ

一
.
ヨ
/
窪

'・
讐

駈

鷲

廿
な

ノ。

羅
難
難
望
護
嚢
踊擁
塞

嘉

いて
みタ
、な
る
のは
食

一つ
て
、
京
盃
+銃
の齪
爵

学
主

も
枳
爾
さ
る

べ
審

甲
の
ζ
は
ん
、
ガ
ろ

一

こ
こ
に
引
な
合
い
に
出
し
た

人
の

名
君
た
ち
は
、
揃
つ
て
、
そ
の
組
録

々
ら
。
吾
蕎
か
△了
京
六
(
十
勾
の
駆
班

矯
鯨
厳
綻
簿
一籠
藻
壁
.麓
籏
勘

の
あ
る
君
主た
ち
で
あ
つ拠
。

さ
ず天
学
の機
穆
しおけ
る
絶
対
‡轟

(■看
は東
方
瑳

所
々
員
)
的
蝿
格
と
斗雷
し
人
民
の科
学
方
建設

矧
す
る
に
彼
2
ー
.融

蕩

は
亜
命

的

発
展
二

,
力
得

嶋
乃
つ
に
、

京
ぺ
の

m
芸
科
学
研
財
会
'
晃
畷
ユ

の
中
心
L
㍑
つ
た
、
わ
ゆ
り
学
運
は

猛

た
削
彊
認
鞠
ル
加
ズ
つ
つ
あ
つ
た
百

剛
も

寡

刀
の
男

下
}
あ
つ
て
大

正
∂
期

刀
わ
昭
和
初
住
.」
わ
だ
の
、

プ
ル

ノ書
ア
的
な
動
的
科
学
.ー対

し

て
人
民
の
科
〆
〃
鱒
縦
ナ

リ
た
め
闘

箏
し
た
据
歩
的
学
住
の
蝋
体

ぐ
あ
つ

た
、
し
か
し
な
が
ら
鴇

的
輸
庸
の

か
く
て
「顧
観
政
奥
」
は華

掌
の

多
高
無比
の魚
科霜
〕な
つ花

太

完
の
～
孫
てあ
る
唐
の
大チ
た
う
か

みな
読
盛
れ
一.6
餅り
で
猛く
.

工
朝
か氏
つて
か
り後
の、
二
孫
で

な
'～
」
砂
あ二
も

ま
πし
は
し

ぽ
この
ム
か
態講
せ
ら
れ
花
満
洲

や縦
凸
か
ら
吊て
甲
園
准
と
つた
人

子
穴
ろ
も
そ
れ
二
れ
の園
酒
に
顔

訳
廿
ち
れ
た
この
本
々
齪
み鴻
か
ざ

舶
た
。
由温囲
のξ
～
は
か
りで
ま
な

い、
外
國
に
も翰
愚
せ
ら
れて
、
そ

れ
ぞ
れ
の國
の
霧
コ
が
中華
の
入
づ

の穂
汐
殉露
力
つ帥
D
、あ
る
い
は

み
づ
か
ら
の懲
渉
み
か
く
材料
に
供

せ
ら
れ
た。
申
⊂
こ」
日本
で
は
、

御
歴
代
の
配み
若
の
L
な
つた
は
か

り
O
な
く
一望匿
も

咽一眠
も
閉
刷

廿
b巾
て
豫
川
時
代
の殿
巖
た
ち

の
以治
旛
理の
鶏

拶
に
まで
幽
の

れ
た
。

.

こう
し
て無
瓠
の
粟
渡
の君
=た
ち

が
「頃
観
頻
」
市
説
ま
卍れ
た
紬

果
は

沢
田の
君
弓
ρ
メな
の
小
な

め
二
の
彩

をら
け
な
い
では
い
な

か
つ
た
、
と
い
らよ
り
、
こ
こに
一

つ
の
名君
の
72か
て
書
上
って
し
ま

っ
た
。
そし
て
、
二
の
刷
の幌
倣
に

二鰹
鰻
購
騨

発

)
た

二
し
て
磁
後
の
靴
界
に
野

け
ぜ
ノ
ル

/
ヨ
ー
的
女
窟
粥
労
働
階

馨

ろ
・
髪
も
た
ら
し
人
旦

の
科
学を
守
ろ
うと
す
る
も
のに
と

つ
て何
漆
も
た
らす
力
渉
眞実
に
把

'
ノ

」

臼

●

国

聾
鯉

は
は
氏
の
・犀
象
へ・
2
藩

あ

り
、
汽
の
通
け
訂
正
し
ζ
す

葭
切
に
水
の堅
田
の
優
は巫
る

鰐
り
に
よ月
ど
な
る
べし萩
の
み
ち

幣
木
ま
す
σア
欝
け
し
ノて
字

O●
・
電
●
巳
・
・
O
…

」一

像
}
群

尖
鏡
化
に俘
い
蛍
囲壬
禦夢
刀
は
漸

天
苗
命
的運
勒
を
乖
合法
に
追
い
こ

みつ
つ
あ
つた
、
h
わ
ゆる
学
贈罹贋

件
ま
天
騒

腎察
に
す
る
鰻初
の
大

規
襖
な
学
生械
挙
弓、あ
つ
たし

親

卍尉騨臥新古菖級カメラた庫璽富

京。」匹族 ・瀬閥嘆醤r価電擢355

 

く
噌

・
一
五

四

=

等
の
肝
件

に
と
つ
丁
鎧
歩
的
沸
生
の
多
/
も
投

獄
層
創
た

}
の
一
.(

木

呵
ヒ

腋

が
賦
大
方
日
の
れ
甲
の
ぐ
む

鬼

}
の
よ

に
』

`
國
内
の
蓬
り
的
勢

汽
欠
ノ
i
弼
田

ノ
て
"
つ
六
々
配
階

田
の
慧
凶
は

や
カ
て
対
外
侵
附
職

舜
ズ
開
蛤
す

ー
に
あ
つ
た
。
昭
和

六

霧

暫
両
礎

隠
か
幽
礁
し

{
,

b
の

0
刀

り國
囚

お
、
て
粍
配

階
級
は
よ
り
一
謄
魚
湧
.
急
撒
㎏
動

化
し
、
り
ベ
ラ
リ
ス
ー

陶ま
で
農

の
亨
を
欄
し
嫡
め
昨

昭
知
八
鑑
の

講

川
購
件
甚

目
由
ド
覇
的
な
蕎

.
蝦

授
プ
対
す
る
彌
隈
の
最
絹
の
拝
伴

、

あ
つ
た
。
そ
し
干
血
迷
つ
た
粥
図
」

艘
指
は
穆

電プ

ル
ノ
コ
〆
的
恕

.・の

自
由
の
擁

の

一
か
け
ら

至

⇔
迄

も
綱
滅
し
つ
rミ

メ
と
し
た
の
「
あ

る
禦

ー
轟
権
η

゜
よ

,甥
日
ザ
対

し
て
縁
國
の
り

ヘ
ラ
リ
ス
ー
ま
何
の

施
丁
術
准
知
る
は
デ
蓬
な
か

♪
た
し

贋
-
κ知
ら
な
か

り
た
。

西
欧
の
知
7ー
ブ
唯
"

間
曜
二
し
て

か
く
して
大
影
は
全く
轟

化
して

い
っ
κ、
そ
の
匿
に
おい
て
も
昭
箱

十
二
・ヨ籍
こ
ろ
〉
大
ゲル
ノ石
申

核
と
し
鷺人
民
職
線
遡動
は
執
拗
に

続
け
ら
れ
たけ
れ
ぐも
3

三

これ
等
の
先順
の
皿ぬ
ら
烈
た湖
翁
こ
一

そ.
汚
辱
の
京
大
力「
特
の歴
史
の
中
一

に輝
く
記
録
で
ある
、
そ
らて
わ
れ
わ

2}
が、
こ
れ
ら
の先
輩
た
りの血
ぬ
ら
　一

れ
た歴
史
か
回
顧す
る
こ
と
は
現
仕
}

.匹お
いて
わ
れ
われ
の
学
峯
活
か
ス

安
竃に
し
わ
れ
の
れの
門羅
廟
灰色
に

し
て
いる
顧
に
対す
る
新
た
な測
動
の

洩
蔵
・な
ら
ね
ばな
bぬ
一
ろ
,、
大

学
は
依然
と
し
⊂
民腔
化
咳
れ}
h
な

い、
のみ
な
戸2
。支
配階
級
は新
し
、

形
式
紅お
い
⊂
大
学
を目
己
σ
反動
的

イ
デ
オ
ロギ
ー
の
㌶購
籔
資
機
関
たる

こと
を
つ♂
け
し
めよ
つと
し
て
いる

す
な
わ
ち
新
し
h
大
も
制
匿
冷
少
塾

の
マ
邸冨
僚
,
こ
れ
」紹
託
)た
銃育

十月号

蕨
蠣

腿
頃

槻
講

H
紬

臨

ソ
ユ
ー
ル
レア
リ
ス
ムの
嫌
笙

欝
邦
之
助

祭脇
鯉

.第ゼ

雄
鱒

}裸
」婦
原
偽
]絵
ド
ラ
ン

罰

巴

訟
轟

蜘

服
-
棄

犀
星

欝

噸

ん

講藤1旺qs囚)
醗 御敬 は敗扱し

羅
の
み
の
叢

つ罪

翁

的
漣

濯
し
考
と
レ
」・る
の
も
あ
喘
的

}蒙

現
あ
ろ
つ。

一

}葺
々
が
この
よ
う
な支
配
階
級
の意
図
一

 一に
登

」置

な
覇
転

し
.、.

美

諺
民
電

は
あ愚

、のだ
。
}

一
只大
勇
十年
の
齪
史
は、
斜
々
にユ
う

て
映
し
て驚
る
べ讐
謎史
」は
な
い、
吻

而
蕪

灘
%
講

灘
に畝

一花
ま
げ
し
、寒

」憤激
市
算
ず
に

は
お
りれぬ
だ
δ
つ。

}

引乳
渇
籍
耳繋
が
、
京穴
71
r穴
の歴

一史
に
秘
め
られ
た
覆
碍
の深
ン
.
帽
猷

し
、
二
れ
ら工
堅
敢
L闘
鍵
し
鞭
先閉

碧
田
義
項

乗
消
斥
坂
瀾
顧
直

フル
、な
との
駐
跡
ル臓
粛
.↑回
顧
)

}
新
た
な
⇔淡
意
を
溺き
↑
げ
よ
つ
と

)な
い
も
のな
ら
ば
われ
わ
れ
は
炉れ
}

に
対
して
全
面
的
に
異
議を
と
な
身ざ

る
を
碍
な
いで
あ
ろ
つ
わ
れ
わ
れ
は

か
馨

観点
から
n十
週年
記
愈
弼
業

ヨ
曲生
㍊
に
ξ
げ」西期
的
な
意
吠

ル鷹

鱒
るも
の
に
な
筍こ2
か
ナ
張

す
る
の
【、ある
。

し
か
し
われ
わ
れ
の
剤
鮮か
灰
角巴
)

て
、
女
眞人
に
も
ろ
ま
.の樹
武
欄謝憾

の氣
風
の
振
典を
客
か
つ
たこ
と
で
有

名
な
人了
「あ
Q。
「自幌
政
曜
」
冷

読
みき
か
さ建
て

す
つ
かn
感
心
し

てし
ま
い、
ひ
たす
ら
に
ご顧
に倣

い、
絶
スポ纏
の
入冤
ば
"の
こ
と
は

湊
口に
出
して
は

そ
れ
蓬鵡
録
さ
せ

で
い
た
。だ
が

大
墜

っは
、
そ
れ

ほ冴
朝
し
に
これ
を
夢
よ
な
かつ
た
と

みコ合」
せ
つか
く
の
天
」の
努
力に

対し
て
豚
つ通
り
の反
願
か
ハさ
な

い。
天
ゴD
剛
祝
ゆ
」つ
、
屠
の

一太
景
に
は
胡徽
「房
・
齢
なと
い
う
賢

朧
編
盟
駿
纏
鱒
蛾

人 民 群 書

古
粧
由電
著

樽
畷
災
嚢

氷田
墜
署

思
想
の
遙
路

日本
交
学
史
物
語

灘
鎖
勲
嚢
纏

棄

曝

小

読

勉

彊

撲
共

『
∩
一円も

乞
共

四
土
凸

退
共
四
+
円

鶏
撲
四
+
円

溝
爽
.一
+
爾

辱
惚
ナ

L
弓

嘆

奮

鵠 伊藤書店鍵

 

灘

囎肚鎌

哲

学

糞

+
月
中
翼

臼
勢
史
工
廻簿

7

瀦
昔
理牢

フ
欝
霧
伽
綴
に

西
墓
日

聯
輸
懲
翫

灘
臨

藷
議
慣斎
翫
誰

い
ろ
諌
鴇
難

べ
る
の
L
、
太
宗
も
あ

ん
な
い
い
政
治
か

、
君
た
の
一㌔

そ
ち

ピ
も
は
睡
ヤ
ベ
昇
し
て
、
て

一
向
に
諫

}鴇
も
申
≦
ぬ
が
、
こ
勲
-」は
喰
は
名
君

に

な
れ
ぬ

、ま
な
い
か
』
と
い
つ
た
よ

'
な
ぐ
ご
と
を

貼相
た

,ま

琳
日
の
よ

う
に
聞
か
さ
れ
ね
ば
な
め
な
か
つ
た
。

そ
れ
て
も

二
十
九
…
も
位
に
あ
り
、

努
力
の
か
い
は
積
D
稽
'2
}
汰
山
の
饗

罰
筐
句
う
而
録

ご
せ
る
ご
と
か

『
き

て
、
慌
に
小
発
舜
と
よ
ま
れ
る
。
随
母

一
の響

冒
の中
.トは
、
世
只
の名
轟
を

～東京升ヒ田ズ鯛 代官町_
園3祭気叱会%官内

思 索 肚

女
部
省

内
國
離
問
題
研
究
会
編

(塞
串
)

.

新
し
.文
琶、の
手
び
き
議

臨

 鏑
諜
部
硝
肋
鰯
馨
つし肪
莚
縛
壇
糊
鷺

通

藝

副
し
蓉

父
.公
髪
.焉
萎

典
決
.
轟

事

新

國

際

通

貨

機
構

論

肥
繭

時

ー
プ
レ
」
ン
・ウ
・ソ
協
足
正
文
ー

藩
歌
て
・
耳
客

重

ず
い
ろ

一一

2
縫

2

醐
の
裂
覆

匹
一蟹

け
たも
の
・〕そ
、
斎ノ
の
屑

を

と
つ
て
・リ
ペラ
リ
蚤
譲

し
い
麗

職
曾
の奪

.じ
畿努

て
あ
。

封
謹

・
の閾
智
の
中
か
bの
"生

の得
た
雰
いろ
西
欧
的画
統
ゐ
肉
嫁

を以
で
ち
かに
感
じ
褥
なか
つ
た
か

ら。

お
手
紙
舞見
し
ま
し
に。
御
兀蟹
の

懐
'̀、
何よ
り
で
窺
ヂ
イ
ド
の
「勇

徳
者
」
に感
激さ
れ
だ由
。
大
兄
の年

齢
と
敬
養を
あわ
せ
て考
スて
見
れば

当
然
と
い
えは
当
然で
す
が
、
大兄

の
た
め
こ
優翼
す
べ
きで
ある
と
荏
じ

一ま
す
。
「認
着
」
の
背
顎を
な
し
て

い
る
ヂ
イ
ド
のγ
フ
リ
カ蕨
行
は
恐
わ

ピ
現
存
の
大兄
と
大
蓄
のな
い
庄
ごろ

で
あ
っ
た
と思
い
擾
冗
大
兄
の廣
騰

時
代
に
も
い
つか
甲
し
上げ
た
嘱
が
あ

る
と
存
し
叢
か、
感
鷺
の閲
滅
し
な
い

感
曳
性
の骨
緋
な回
に嵌
を
す
る
こ

ど
の
ギの人
の癖
聚
の
成長
に
と
つ
て

一の
駅
餓
の耶
さ
rを
い
まさ
りに
感
じ

丁義私
も
回
日
の
聞に
か
老
贈
ト入
つ
だ
の

一刷
せ

っ
か
、
す
ご
に
過
履
ル
晒
の
吃
く

誘
蠣
雛
切講
襲

晴
で、
ビン
と肌
に冷
い
朝
の
窮
粟に

は
し
めて
母
に
運
れら
れ
て
小
髪
櫻
へ

上
った
日
の
こ
と
を思
い
出
し
まし
た

滲
臓寺
か
ら
夢
殿
へま
わ
り
、中
宮
可

で
は
「古
寺
巡
肌
」そ
の
ま
ま
の着
い

箋
し
い尼
信
の
案
内で
司
愛
い御
本
奪

を
種
観し
て
、
横
テ
の小
路
か
ら裂
の

田
■
へ出
て
法
輪
寺、
法
起
寺
へ向
い

ま
し
兀。
岬
の
よ
'に
出
張
つた
山
の

鼻
を
ま
わる
ご
と
に委
を
み
せる
堂
塔

の
さ
んさ
んと
降
O巻
光
の
中
に蟹
る

■軍色
に私
は
わ
れ却
忘
れて
ルか
遙
ん

で
い
まし
た
。
そ
の時
∈
す
。法
輪
寺

か
滅
起
由か
】一う
りぴ
あ
つ
κ
か、
今

で
は
忘
れて
し
ま
いま
し
だ
が
、塔
な

も
のの
本
質に
対
す
O瓠
の
慌愈
は

こ
れ
で彊
力
な
誌
鷹を
壌
偽
)蓑
し

た
。
口
の懇
、友人
は
「
ギれ
は・ζれ

霧
多
の補
隊
か
不
～際
ご
あ
つ
}と
い

う
こ
ン
の証
明
輻過
」な
い
の
だよ
。」

と
冷
か
)
広し
噸
が
、
二
し
て
贋

実
さ
メ.」あ
♪
r
かも
知
"
な
いの
で

す
が
私
は
自
分
の
犬
学で
週
ρべき

学
問
を
これ
「、決
定
ーず
し
ま
い
まし

た
。
私
のf
さ
な
一牛
にと
つ
ては
誠

に
大
3
な恵
湿
力
↓
つ'
体
験
」めつ

た
訳
一
す㌔
二
賃
か
り二
十
箕遅
く
も

経
つ
て
から
署」す
が、
高
等
ノ
硬
へ入

学
し
貯短
丙
の
弟を
わ祝
こ
の
腫
娠で

法
馨

へ逗
れ
て
行
つた
こ
こが
あり

ま
し
に
。そ
の
時
は励
の
解
体
修理
が

すで
には
じ
ま
つて
い
ま
し
.七
昔
を

思
い出
し
に
込
は
一竺
懸
師
に問
題
の

三
重
婿を
に
りんで
み
た
の
e
罫
、

今
匿
は
ζも
し
⊂も
わ
か
b
な
いの
ぐ

す
も
bう
ん
こ
れに
は
実
隙
は
いろ
い

ろ
な原
因
が
あ
Oので
し
よ
う
那、
私

自
塘
とし
て
に
ギは
り
』宏
ηの
簿に
ょ

る
も
のン考
え
る
より
外
に
説明
が
つ

き
ま
せん
の
.、
独
の
で
てう
ごめ
⊂

を
り
ます
が
、と
に
か
く
こ
の田
象
が

私個
人
に
対
レて靖
つ
伽
蔵
肱は
人
兄

に
も
↑
分
麹
解
し
て
頂
ける
と
思
い

ま
す。

正
面に
夢
の
よ
うに
浮
い
で見
7る
の

が揺
τ
、す
。
三月
と
い
つ⊂
も
伊
豆

の
」と
で
す
か
b春
も
た
け
π感
じ
が

強
く、
よ
く
晴
"た
日
洩
醜の
益は
一

聞
に黄
蛇の
粉を
ま
き
散ら
し
κ
よ
う

で
、駆
ヒ
田
は逆
先
線
な
か
り躍
く
饒

い輪
郭
を
駆さ
す、
塗
乾
坤は
金
色
の

浪
の底
に
沈
五
eい
る
の
です
●

菲
』
不̀
二
]と
の
護

の関
係
と
季

団と
塒
閲
薦
お
考
λ下
さ
れは
御
想
像

が
つく
と
存
じ
ます
。
「日
本
画
は
写

実
圓
、あ
る
。」
と
い
う屡
鴇
を
私
は

し
みし
け
ζ感
じ
ま
し
π。
洋
画
の
方

然
に筆
ま
れ
ヤ恕
の
泥と
い
うと
と
を

悟
り
ま
レ
兀
。

脚
下
の
狩
野川
の
李
野は
す
つ
か
り

■
の申
に
沈
んで
、
ご
く
手近
の
村
沼

さ
λは
つ
富
りと
は
見
え
ま
せ
ん。
私

の立
つ
て
い
る泣
置
が
高
い
ので
、
う

ち
仰
ぐ
こ
と
と職
下
す
釦風椴
と
の
間

の角
璽
が
大
宮く
、
中
蚤
が霞
ん
で
い

る
こと
と
あ
いま
つ
て
床
の
間
に
瞬

けら
れ
た
長
い画
囲
が
、
この
風
景
い

は
実
に
う
つ
てつ
け
で
ある
、
と
い
う

鷹
実
を
も
あ
わせ
て
発
尾
)ま
し
π
。

も
ち
ろ
ん撮
物
が
員
く
な
つた
の
は
、

そ
の
掛
け
られ
る
場
斬
に
よる
制
嗣
の

だ
め
で
あ
り、
長
い画面
二
は
七れ
に

瀬
わ
し
い摘
法
が
と
ら
れ"
も
の
『
あ

る
こ
と
は
い弓
ま
で
も
あり
粛
せ
ん
、

脅
私
が
申
し
質し
た
よ
6
陰面
題
〃
と

れ
ぱ
、
(漏
朽
の
図
な
ども
圓
椴
)実

に
自
然
で
ある
が
故
に、
一の
へ
らほ

う
に
長
い画
面
が
多
錘
に
甫
い
ら
れ

た
も
の
で
ある
と
思い
まケ
.
そ
れが

鉦
拠
に
は、
慌
の
中
は眞
四
角
な

あ

る
い
は
横
に長
、位
の画
面
を
軸
物
に

仕
7
て床
にか
け
る
嶺慨
も
無
く
は
な

h
e
の
す。

私
も
ま
だ
薫だ
着
い
つも
り
ρ玉
脱翁

が
ご
め
は、
タ
チ
ヒ
凝
まで
は
無
埋で

も

麦郷
大陣
に
も
滑ま
n
,
ア
ンナ

ン覧
ンヤ
ム噛
ビ
ル
マ、
ジ
ャ
バ
吏
e

は
行
つ
て
みた
い
、
雲
岡、
犬
同
と
ア

デ
ャ
ン
タ
ア
だ
け
は
"
う
し
r
も
・
ζ

思
つ
て
い
た
の
で
す
が
脅
は
そ
肌
も
謬

と

な
0
ま
し
た
。
し
巴か
し
大

兄
の
揃

合
、
必
ず
し
も
ヂ
イ
ド
を
羨
み
現
伍
の

日
本
し
ま
れ
る
に
ま
よ
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
5
本
内
塒
の
気
古
切
巫
の
民
族

の
店
動
の
あ
と
な
訪
ね
る

}
と
は
出
聚

る
は
ず
で
づ
。
ス
紹
に
し
r

一
為
も
薦

し
い
場
台
で
も
、
注
意
し
て
臼
ら
の
周

囲
を
観
察
o
れ
は

鯛
愚
と
の

δ
客
λ

ら
れ
て
い
る
敗
墜
ト
の
生
活
の
中
に
い

か
に
瓶
凡
ら
れ
た
人
間
7ー
の
庸
㍗、
に
ρ

ゼ

δ
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
っ
し
.

歴
毘
の
流
れ
、
民
族
σ
蓮
命
と
い
う
も

の
を
し
β
じ
み
感
儲
出
秘
る
こ
戸
も
あ

り
患
せ
っ
。
饗
は
憂
聯
プ

O
側
の
臨
資

の
鋭
さ
に
あ
り
、
り
碑
&

ー
あ
⇔

」糧

い
ま
す
。

翻
を
塗
⊂
ダ

輿
理
浄
逼
つ

て
、
大
兄
の
潤

孝
一
こ
一
『
も
能

隈
り
鏡
く
国
盗
レ
け

り
肌
る
こ

カ

6

鰯
り
数

し
よ
す
。

例
ル
一
つ
,
用

)
r
デ

」し
マ
の
プ
角

珊
美
駈
の
方
暉
匹
は
か

ー
な
つ

し

ドh

つ
て
、
何
だ
か
ノ
兄
の
脚
`
紙

は
チ

ゲ
パ
グ
な
も
の
」
な
♪
亥
し
た
カ
、
い

つ
も
の
私
の
唖
力
疋
窓
昌
た
惹
・
思
つ

二
脚

饗

ト
さ
る
よ

72
に
オ
騒
、
鍛
し

ま
す
。
蔵
々
。

月

日趣畢
盒
看
は霞
島
高
霧

職
能
か
との
よ
う
な
"の
て
あ
つた
「で

繍

罷

稀
惣
讐

縫
つづ2
曇
繋

お
か
し
て
、
沌
常

寸
段
デ
㌧
{
つ
て
短
に

軸
。

二
れ
「
、は
、
か
え
つ

乙

ノ七
拳i

つ
い
た
李
π
ち
あ
・。
養

幕

伺
で
ぞ
・
毒
代
か
3
、
房

然
に多
ζ
の
政
敵
凌
も
つて
い
覧
そ

一酪
ほ
何
哩
一な
隔
止
にな
つた
の

器
灘

露

誌

難

華

の賛い霞
の

非
常
な
テ
脚
徽
で
あ
つ
た
こ
と
か
㎡
照

覚
暖

の
舜

、
と
の
中
二
あ
っ
ζ
、
史
冒

不
、
と
い
う
規則
か
こ
の
レ毒

盆

一
た
。
さ
き
の
鷹
の
八
景
の
制
度
だ

こ
、

a
録
喜

御
殿
の
ト
こ
、
て
、
ヒ
か

り

合
凶
か
あ
る
と
募

の
下
丈
で
遥

け

頭
を
た
れ
て
頁
を
デ
ま

)

蘭
♪
∫
う

サ
こ
乙
を
霞
く

と

い
'
き
ま
り
で
あ

つ
九
。
こ
れ
▼
貝

ハ
て
敏
段
の
遣
歩
σ

あ
め
。
金
の
堪

び
つ
の
渠
に
な
る
と
、

内
摺
の
L
奏
の
涛
き
組
録
冒
ま
で
遇
席

し
ζ
h
て
ま

せ
つ
か
く
の
電
喫
堺
件

一
が
雨
録
に
の
こ
ら
な
い
、
と
い
う
わ
け

入
ぱ

0
、
せ
ね
工
な

り
ぬ
打
一各

「

山録
9
だ
け
は
残

つ
戸
、'

す
・
・
の
嚢

曝

黛

・
震

、・い
謡

か・
つ
き

立

も
な
い
弱

6
カ
い
6
い
ろ
あ
つ
た
こ
と

一
つ
て
い
る
の
は
兀
の
乏
.示
ハ>
O
ご
雪

響
覇

鰭
麓
羨

-ωM.の映晦.あゐ、.

概
謙

賑

麹

鑑

喋
叢

隙鶉

れだ
け
鄭
明で
あ
つ
た
ので
せ
う
◎臼

澱
時
代
の
終
りこ
ろ
の
こと
で
究
舞

依
み
に
親
類
のチ
供
逼
と賑
や
か
に奈

一良

畝
傍
多
武
騒
に
遊ん
で
三
月珊

一一日
の
お
牛
ごろ
法
睡
寺に
着
き
ま
し

一た
。

旗
行
は
あ
経
、こ
し
て
嬬る
}芒
に
な

つ
て
いま
し
た。
と
こ
ろが
明
日
が
り

壁
画
が
羅
騨出
來
る
と
い
5の
で
子
供

浬
は
か
λ
し
て、
私
だ
け門
削
の
小
さ

な
宿
曝
に
泊
りま
し
だ
。次
のB
は
快

M
君
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て
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が
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